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は し が き  

 

 本 調 査 は 、小 田 原 消 防 署 (仮 称 )豊 川 出 張 所 及 び 足 柄 消 防 署 岡 本 出 張

所 の 消 防 庁 舎 建 設 に 先 立 ち 、基 礎 設 計 に 必 要 な 資 料 を 得 る た め に 実 施

し た 地 質 調 査 で あ る 。  

 以 下 に そ の 結 果 を 報 告 す る 。  

 

§１  一 般 事 項  

 

１ － １  件   名    小 田 原 市 消 防 庁 舎 再 整 備 事 業 に 係 る 地 質 調

査 業 務  

 

１ － ２  場   所    ・ 豊 川 出 張 所 ： 小 田 原 市 成 田 地 内  

           ・岡 本 出 張 所：南 足 柄 試 岩 原 字 吹 場 1025番 地

5 

１ － ３  調 査 内 容    機 械 ボ ー リ ン グ   3 孔     50ｍ  

           標 準 貫 入 試 験     1ｍ ご と     49回  

           現 場 透 水 荷 試 験            1回  

           不 撹 乱 試 料 採 取 （ デ ニ ソ ン ）     2試 料  

           室 内 土 質 試 験             1式  

           ＊ 調 査 実 施 数 量 表 は 、 表 ・ 1-1に 示 す 。  

 

１ － ４  適 用 基 準    「 小 田 原 市 消 防 庁 舎 再 整 備 事 業 に 係 る 地 質 調  

査 業 務 仕 様 書 (案 )」 （ 小 田 原 市 ）  

           「 地 盤 調 査 の 方 法 と 解 説 ； 地 盤 工 学 会 」  

           「 地 盤 材 料 試 験 の 方 法 と 解 説 ； 地 盤 工 学 会 」 

 

１ － ５  期   間    自 ) 平 成  29 年  10 月   2 日  

           至 ) 平 成  29 年  11 月  17 日  

 

１ － ６  発 注 機 関    小 田 原 市 建 設 部 建 築 課  
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１ － ７  担   当    国 際 航 業 株 式 会 社  

            〒 183-0057 東 京 都 府 中 市 晴 見 町 2-24-1 

            TEL 042-307-7699 FAX 042-330-1032 

 

１ － ８  案 内 図 ・ 調 査 位 置 図    ４ ～ ６ 頁 参 照  
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三軸圧
縮UU 圧密 給水 トラック 平坦地

Ｎｏ１ 0.00 0.00 0.00 0.00 0.95 0.60 2.35 0.10 1.60 2.50 0.00 1.90 10.00 1 3 4 1 2 10 0 0 0 0 0 0 1 0 1

Ｎｏ２ 1.70 0.00 1.50 3.20 0.00 0.00 0.00 0.00 4.30 3.75 5.55 0.00 20.00 0 5 4 8 3 20 1 1 6 1 1 1 1 1 1

計 1.70 0.00 1.50 3.20 0.95 0.60 2.35 0.10 5.90 6.25 5.55 1.90 30.00 1 8 8 9 5 30 1 1 6 1 1 1 2 1 2

No.1 2.25 0.00 0.25 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 17.50 0.00 0.00 0.00 20.00 0 19 0 0 0 19 1 0 0 1 1 0 0 0 1

計 2.25 0.00 0.25 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 17.50 0.00 0.00 0.00 20.00 0 19 0 0 0 19 1 0 0 1 1 0 0 0 1

3.95 0.00 1.75 3.20 0.95 0.60 2.35 0.10 23.40 6.25 5.55 1.90 50.00 1 27 8 9 5 49 2 1 6 2 2 1 2 1 3

3

合計

豊川出張所

岡本出張所

表・1-1　調査実施数量表　　

地区

現場透
水試験

土質試験孔番号

掘削（ｍ）

φ66mm

計

φ116mm 標準貫入試験[回）φ86mm
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             案 内 図           縮尺 １：２５０００ 

場 所 ： 豊 川 出 張 所   小 田 原 市 成 田 地 内           調 査 地  

    岡本出張所    南足柄市岩原字吹場 1025 番地 5

 豊川出張所 調査ボーリング 2 箇所 

岡本出張所 調査ボーリング 1 箇所 
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所在：小田原市成田字宗沢
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§２  地 形 ・ 地 質 概 要  

 本 調 査 地 は 小 田 原 市 成 田 地 内 及 び 南 足 柄 市 岩 原 字 吹 場 1025番 地 5に

位 置 し て い る 。  

 当 地 は 、 図 ・ 2-2に 示 す よ う に 足 柄 平 野 の 低 地 と そ の 西 側 に 台 地 に

位 置 す る 。足 柄 平 野 は 、酒 匂 川 に よ っ て 形 成 さ れ た 沖 積 低 地 か ら な る 。

平 野 の 周 辺 部 に は 足 柄 山 地 、 箱 根 古 期 外 輪 山 、 大 磯 丘 陵 な ど が あ り 、

調 査 地 西 側 に は 、 軽 石 流 台 地 が 広 く 分 布 す る 。  

 足 柄 平 野 の 沖 積 低 地 は 、酒 匂 川 の 大 き な 氾 濫 を 繰 り 返 し な が ら 形 成

さ れ た 所 で あ る 。低 地 は 氾 濫 原 、自 然 堤 防 、砂 丘 、小 扇 状 地 群 な ど に

区 分 さ れ る 。  

 低 地 部 氾 濫 原 の 地 質 は 、礫 質 土 層 が 主 体 で 砂 質 土 層 、粘 性 土 層 を 挟

む 形 で 形 成 さ れ て い る 。軽 石 流 台 地 は 関 東 ロ ー ム 層 が 分 布 し 、以 深 砂

質 土 層 、砂 礫 層 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。調 査 地 で あ る 豊 川 出 張 所 は

沖 積 低 地 の 氾 濫 原 に 位 置 し 、礫 質 土 主 体 の 地 盤 か ら な る 。岡 本 出 張 所

は 台 地 か ら な り 、 関 東 ロ ー ム 層 が 上 部 よ り 分 布 す る 所 で あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ･2-1 神 奈 川 の 地 形       調 査 地  

（ 大 木 靖 衛 ； 「 神 奈 川 の 自 然 を た ず ね て 」 1992.よ り 引 用 ）  

 豊川出張所  

 岡本出張所  
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      図･2-2 足柄平野周辺の地形学図（鈴木、1971）調査地 

  （「 神奈川自然の歴史、奥村清、1981」より抜粋） 

 

 

 

 

 

    

 豊川出張所  

 岡本出張所  

  



 

 9

§３  調 査 概 要  

 

３ － １  機 械 ボ ー リ ン グ  

 (１ ) 目 的  

   消 防 庁 舎 建 設 予 定 地 の 計 画 位 置 に お け る 地 層 構 成 ， 土 質 特 性

な ら び に 強 度 特 性 を 把 握 す る こ と を 目 的 と し た 。  

 (２ ) 調 査 位 置  

   調 査 位 置 図 に 示 す 3箇 所 に お い て 実 施 し た 。  

   ・ 豊 川 出 張 所  

        № 1(仮 称 )豊 川 出 張 所  H＝ 18.47ｍ （ 掘 進 長  10.45ｍ ）  

        № 2(仮 称 )豊 川 出 張 所   H＝ 18.48ｍ （ 掘 進 長  20.37ｍ ）  

   ・ 岡 本 出 張 所  

        № 1(岡 本 出 張 所 ) H＝ 51.49ｍ （ 掘 進 長  20.45ｍ ）  

      調 査 地 点 の 地 盤 高 に つ い て は 、 調 査 位 置 図 (図 ・ 1-1～ 2)に 示

す KBMを 用 い て 水 準 測 量 に よ り 測 定 し た 。  

 

 (３ ) 調 査 方 法  

   掘 削 は 、 ハ イ ド ロ リ ッ ク フ ィ ー ド 式 ロ ー タ リ ー ボ ー リ ン グ 機

械 を 用 い 、 掘 削 孔 径 66㎜ ～ 116㎜ と し 、 標 準 貫 入 試 験 を 併 用 し

た 。  

 ロ ー タ リ ー ボ ー リ ン グ は 、ロ ッ ド の 先 端 に 取 り 付 け ら れ た ド

リ リ ン グ ビ ッ ト の 速 い 回 転 と 給 圧 に よ り 土 や 岩 を 切 り 削 り 、粉

砕 し な が ら 穴 を 掘 り 進 み 、 掘 り 屑 は 掘 削 液 （ drilling fluid）

ま た は 清 水 の 循 環 に よ っ て 孔 外 に 排 出 さ せ る ボ ー リ ン グ 方 法

で あ る 。  

   地 下 水 位 確 認 ま で は 可 能 な 限 り 無 水 掘 り と し 、 自 然 水 位 の 確

認 に 努 め た 。 ま た 、孔 壁 の 崩 壊 防 止 お よ び ス ラ イ ム の 除 去 の た

め 、 ケ ー シ ン グ チ ュ ー ブ お よ び ベ ン ト ナ イ ト 泥 水 を 使 用 し た 。 

   図 ･3-1-1に ボ ー リ ン グ 機 械 装 置 図 を 示 す 。  
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図 ･3-1-1 ボ ー リ ン グ 機 械 装 置 図  
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３ － ２  標 準 貫 入 試 験  

 (１ ) 目 的  

   原 位 置 に お け る 土 の 硬 軟 ， 締 ま り 具 合 の 相 対 値 を 知 る た め の

Ｎ 値 の 測 定 と 、 地 盤 の 撹 乱 試 料 を 採 取 す る こ と を 目 的 と し た 。 

 (２ ) 試 験 位 置  

   機 械 ボ ー リ ン グ と 併 用 し て 、1ｍ 毎 に 実 施 し た 。一 部 で 実 施 し

た サ ン プ リ ン グ 採 取 位 置 で は 本 試 験 を 除 い て い る 。  

 (３ ) 試 験 方 法  

 試 験 方 法 は 、 JIS･A･1219 に 準 ず る 。 以 下 に 試 験 方 法 の 概 略

を 示 す 。  

   ①  掘 削 孔 径 を 66㎜ ～ 116㎜ と し て 、ボ ー リ ン グ に よ り 所 要 の

深 度 ま で 掘 削 を 行 う 。  

   ②  ボ ー リ ン グ 孔 底 の ス ラ イ ム を 除 去 し た 後 、 コ ア チ ュ ー ブ

を 引 き 上 げ 標 準 貫 入 試 験 器 を 取 り 付 け 、静 か に 孔 底 ま で 降

ろ し 、ロ ッ ド 上 部 に ノ ッ キ ン グ ヘ ッ ド と ガ イ ド 用 ロ ッ ド を

付 け る 。  

   ③  重 量 63.5㎏ ±0.5kgの ハ ン マ ー を 76㎝ ±1cmの 高 さ よ り 落

下 さ せ 、ハ ン マ ー の 打 撃 に よ り 15㎝ の 予 備 打 ち ，30㎝ の 本

打 ち ， 5㎝ の 後 打 ち を 行 う 。 た だ し 、 後 打 ち は 場 合 に よ っ

て 省 略 し て も よ い 。  

     打 撃 法 に は 、 コ ー ン プ ー リ ー 法 ， と ん び 法 ， 半 自 動 落 下

装 置 法 の ３ 種 類 が あ る が 、本 試 験 に お い て は 半 自 動 落 下 装

置 法 を 採 用 し た 。  

     本 打 ち の 場 合 、 貫 入 量 10㎝ 毎 の 打 撃 数 を 記 録 し 、 そ の 合

計 値 を Ｎ 値 と す る 。ま た 、打 撃 数 は 60回 を 限 度 と し 、そ の

場 合 に つ い て は 累 計 貫 入 量 を 測 定 す る 。  

   ④  地 表 に 標 準 貫 入 試 験 器 を 上 げ 、 採 取 試 料 の 観 察 （ 試 料 の

種 類 ， 色 調 ， 混 入 物 の 種 類 と 状 態 ， 水 分 の 状 態 ） を 行 い 、

詳 細 に 記 録 す る 。  

      図 ･3-2-1に 標 準 貫 入 試 験 概 略 図 を 示 す 。  
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図 ･3-2-1 標 準 貫 入 試 験 概 略 図  
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３－３ 現場透水試験 

現場透水試験は、一般に砂質土・礫質土の透水係数を得る目的で行うもの

である。本調査では沖積第1砂礫層を対象にピエゾメーター法（ケーシング法）

にて実施した。 

 ・ピエゾメーター法(ケーシング法)による現場透水試験方法 

     測定手順は、まずボーリングにより測定深度の上方50cm程度まで掘削した

のちに、肉薄パイプを挿入する。 

     次に、小口径のメタルクラウンで削孔しながら、前述のパイプを押し込み、

これを繰り返して所定の測定深度までパイプを挿入し、パイプ外側より孔内

への地下水流入を止める。 

     パイプの設置後は、パイプ先端より30～50cmほど削孔して孔隙をつくり、

この後、孔内を洗浄し、安定水位(平衡水位)を測定する。一般に、測定は下

記に示す回復法または注入法があり、本調査では、注入法を実施した。 

     回復法：ベーラーと呼ぶ用具で肉薄パイプ内の水を汲み出し、パイ

プ内水位を低下させたのち、揚水を中止する。その後、パ

イプ内の水位回復を経時的に測定する。 

     注入法：パイプ天端まで水を注入し、パイプ内の水位の低下を経時

的に測定する。 

 

              図・3-3-1 現場透水試験概略図 

           ただし、  ｄ：ケーシング内 

                 Ｄ：孔隙直径 

                 Ｌ：孔隙長 

              Ｓ１Ｓ２：ｔ１ｔ２時の平衡水位との水位差 
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３ － ４  サ ン プ リ ン グ  

 ・デニソンサンプリング 

試料採取に用いるサンプラーおよび方法には、土質の硬さに応じて、様々

なものがある。今回、採取対象としている硬い粘性土の地層は、デニソン

サンプルラーにて実施した。サンプラーは硬さを考慮して、図・3-4-1 に

示す二重管式のサンプラ－を使用した。 

 

 

図・3-4-1 デニソンサンプラ－ 

（地盤工学会:地盤調査の方法と解説） 
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３ － ５  土 質 試 験  

 (１ ) 目 的  

   調 査 地 を 構 成 す る 地 層 の 、 物 理 特 性 、 力 学 特 性 を 把 握 す る こ

と を 目 的 と す る 。  

 

 (２ ) 試 験 試 料  

   試 験 試 料 は 、乱 れ の 少 な い 試 料 採 取 及 び 標 準 貫 入 試 験（ 攪 乱 ）

に よ り 採 取 し た 試 料 を 用 い た 。  

 

 (３ ) 試 験 規 格  

   各 試 験 は 、 表 ･3-5-1に 示 す 規 格 に 準 じ 実 施 す る 。  

 

表・3-5-1 試験項目と規格 

試験項目 試験規格・試験個数 

物理 

土 粒 子 の 密 度 試 験 JIS A 1202 1 試料につき 3 個 

土 の 粒 度 試 験 JIS A 1204 ふるい分析 

土 の 湿 潤 密 度 試 験 JIS A 1225 1 試料につき 3 供試体 

力学 
土の三軸圧縮試験 ( U U 条件 )

JGS0521- 

2000 
1 試料につき 3 供試体 

土 の 圧 密 試 験 JIS A 1217 1 試料につき 1 供試体 

＊JGSは地盤工学会基準である 
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§４  調 査 結 果 の 要 約  

 

４－１ 豊川出張所 

 4-1-1 現 地 調 査 ・ 既 存 資 料 収 集 結 果  

 現 地 調 査 箇 所 は 小 田 原 市 成 田 地 内 に 位 置 し 、酒 匂 川 の 左 岸 に 位 置 す

る 。既 存 資 料 に よ る と 地 形 区 分 は 沖 積 低 地 と な る 。地 形 的 に は 平 坦 で

あ り 、 標 高 変 化 の 少 な く 、 北 側 に 緩 や か に 標 高 が 上 が っ て い る 。  

 調 査 地 は 地 形 区 分 の 資 料 に よ る と 酒 匂 川 の 氾 濫 原 と な り 、酒 匂 川 か

ら 供 給 さ れ た 砂 礫 層 が 主 体 の 地 盤 構 成 を 示 す 所 で あ る 。砂 礫 層 中 に は

粘 性 土 層 、 砂 質 土 層 が 互 層 状 に 堆 積 し て い る 所 で あ る 。  

 調 査 は 現 況 の 公 園 内 に て 計 画 建 物 地 点 で 2箇 所 の ボ ー リ ン グ 調 査 を

実 施 し た 。 調 査 深 度 は 10～ 20ｍ で あ る 。  
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4-1-2 地盤状況 

 今回、調査地においては、地層の堆積状況、地下水、硬軟の度合いなどを把

握するため、調査位置図(図・1-1)に示す地点において 2 箇所の機械ボーリング

を実施した。 

 結果は、巻末のボーリング柱状図及び図・4-1-1 の断面位置図、推定地層断

面図に示すとおりである。 

これによると、当地点は前項で述べたように、沖積低地に位置し、比較的堆

積年代の新しい堆積物（沖積層）が今回調査では地表部より深度 GL-20.37ｍ

(H=-1.89ｍ)まで確認した。 

 今回調査の確認土層は、表・4-1-1 に示す 7 の地層である。最上部に盛土層

が分布し、以深沖積層が 6 層確認されている。 

 図・4-1-1 には断面位置図、図・4-1-2 には推定地層断面図（豊川出張所）を

示す。 

表・4-1-1 調査地の地盤構成 

時代 地層名 
記

号 

Ｎ値範囲 

（平均Ｎ値） 

 盛土層 B 
4.0～6.0 

（5.0） 

沖積世 

（完新世） 

沖積第 1 砂礫層層 Ag1
21.0～60.0 以上 

（49.6） 

沖積第 1 粘性土層 Ac1
6.0～7.0 

（6.5） 

沖積砂質土層 As 
12.0～44.0 

（20.1） 

沖積第 2 砂礫層 Ag2
60.0 以上 

（60.0） 

沖積第 2 粘性土層 Ac2
12.0～14.0 

（12.7） 

沖積第 3 砂礫層 Ag3
60.0 以上 

（60.0） 

     ＊平均Ｎ値の上限値：Ｎ値 60 とした。 
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 以下、各地層の説明を行う。 

 (１) 盛土層(Ｂ) 

 

  土  質：粘性土、砂礫、礫混り粘性土 

  確認層厚：1.55～1.65ｍ 

  色  調：褐～暗灰～暗褐色 

  Ｎ  値：4.0～6.0（平均Ｎ値 5.0） 

相対稠度：中位 

 

  本層は、層厚 1.55～1.65ｍで分布する盛土層である。土質は粘性土、砂礫、

礫混り粘性土などからなり、不均質な土質状態を示す。粘性土はローム、シル

トからなる。含水は全体に中位である。 

  Ｎ値は 4.0～6.0 を示し、平均すると 5.0 となる。 

 

＜沖積層＞ 

 

 (２)沖積第 1 砂礫層(Ａｇ1) 

 

 土  質：砂礫、玉石混じり砂礫、礫混り細砂 

 確認層厚：4.35～4.70ｍ 

 色  調：褐灰～暗灰～暗褐灰色 

 Ｎ  値：21.0～60.0 以上（平均Ｎ値 49.6 上限 60） 

 相対密度：中ぐらい～密な～非常に密な 

 

 

本層は盛土層の下位に分布する沖積層の砂礫層である。層厚 4.35～4.70ｍが

確認されている。土質は砂礫、玉石混じり砂礫、礫混り細砂からなり、φ2～40mm

の亜円礫、亜角礫によって構成されている。マトリックスは砂からなる。層中

にはφ75～100mm の玉石が混入する所がある。含水は多い土質状態を示す。No.1

地点の GL-3.00～3.60ｍ間には礫混り細砂を挟んでいる。 

Ｎ値は 21.0～60.0 以上を示し、平均すると 49.6(上限 60.0)となる。 
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 (３)沖積第 1 粘性土層(Ａｃ1) 

 

 土  質：砂質シルト 

 確認層厚：0.50～1.60ｍ 

 色  調：暗灰色 

 Ｎ  値：6.0～7.0(平均Ｎ値 6.5) 

 相対稠度：中位 

 

 

 本層は沖積第 1 砂礫層の下位に分布する沖積の粘性土層である。層厚は 0.50～

1.60ｍを示す。土質は砂質シルトからなる。層中には砂分が不規則に混入してい

る。粘性及び含水は中位である。 

Ｎ値は 6.0～7.0 を示し、平均すると 6.5 となる。 

 

 (４)沖積砂質土層(Ａｓ) 

 

 土  質：シルト質細砂、細砂 

 確認層厚：2.95～3.80ｍ 

 色  調：暗灰～暗青灰色 

 Ｎ  値：12.0～44.0(平均Ｎ値 20.1) 

 相対密度：中ぐらい～密な 

 

 

 本層は沖積第 1 粘性土層の下位に分布する沖積の砂質土層である。層厚は

2.95～3.80ｍを示し、地層の連続性は良好でほぼ水平堆積している。土質はシ

ルト質細砂、細砂からなる。 

 層中にはシルト分の混入の多い所がある。シルト質細砂の砂分は微細砂が主

体である。最下部に分布する細砂は締りが密である。 

 Ｎ値は 12.0～44.0 を示し、平均すると 20.1 となる。 
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 (５)沖積第 2 砂礫層(Ａｇ2) 

 

 土  質：砂礫 

 確認層厚：4.55ｍ（No.2 地点で確認） 

 色  調：暗青灰色 

 Ｎ  値：60.0 以上（平均Ｎ値 60.0 上限 60） 

 相対密度：非常に密な 

 

 

本層は沖積層の砂質土層中の下位に分布する砂礫層である。層厚 4.55ｍが確

認されている。土質は砂礫からなり、φ2～40mm の亜円礫、亜角礫によって構

成されている。マトリックスは砂からなる。含水は多い土質状態を示す。 

Ｎ値は 60.0 以上を示し、平均すると 60.0(上限 60.0)となる。 

 

 (６)沖積第 2 粘性土層(Ａｃ2) 

 

 土  質：シルト 

 確認層厚：3.85ｍ（No.2 地点で確認） 

 色  調：暗灰色 

 Ｎ  値：12.0～14.0(平均Ｎ値 12.7) 

 相対稠度：硬い 

 

 

 本層は沖積第 2 砂礫層の下位に分布する沖積の粘性土層である。層厚は 3.85ｍ

を示す。土質はシルトからなる。層中には砂分が不規則に混入している。含水及

び粘性は中位である。    

 Ｎ値は 12.0～14.0 を示し、平均すると 12.7 となる。 
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 (７)沖積第 3 砂礫層(Ａｇ3) 

 

 土  質：砂礫 

 確認層厚：1.37ｍ（No.2 地点で確認） 

 色  調：暗青灰色 

 Ｎ  値：60.0 以上（平均Ｎ値 60.0 上限 60.0） 

 相対密度：非常に密な 

 

 

本層は沖積第 2 粘性土層の下位に分布する沖積の砂礫層である。層厚 1.37ｍ

が確認されている。土質は砂礫からなり、φ2～30mm の亜円礫、亜角礫からな

る。マトリックスは砂からなる。含水は中位である。 

Ｎ値は 60.0 以上を示し、平均すると 60.0(上限 60.0)を示す。 

 

〔地下水位〕 

 機 械 ボ ー リ ン グ 孔 内 地 下 水 位 は 、 表 ・ 4-1-2に 示 す 深 度 に お い て

確 認 し た 。 確 認 水 位 は 、 沖 積 第 1砂 礫 層 中 で 確 認 さ れ た 。 沖 積 低 地

に 位 置 す る こ と か ら 、 比 較 的 浅 い 深 度 で 地 下 水 が 確 認 さ れ た 。  

 

表・4-1-2 地下水位測定結果 

調査 

孔番号 

測定孔内水位(ｍ) 
調査孔位置の 

地盤標高(m) 

(標高 表示) 

水頭位置の土層 測定年月日 

GL-（ｍ） 標高 H（ｍ） 

No.1 2.85 15.62 18.47 沖積第 1 砂礫層 2017 年 10 月 4 日 

No.2 2.85 15.63 18.48 沖積第 1 砂礫層 2017 年 10 月 10 日

 

 調査地での確認地下水位は GL-2.85ｍ（H=15.62～15.63ｍ）を示している。

これより判断すると、調査地の恒常的安定水位は、今回確認された水位と判断

される。No.1 地点の水位は現場透水試験で確認された安定水位である。 
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4-1-3 土質試験結果 

 調査地に分布する沖積第 1 粘性土層（Ａｃ1）及び沖積第 1 砂礫層（Ａｇ1）、

沖積砂質土層（Ａｓ）の物理・力学的性状の把握する目的で土質試験を行った。 

 試験に用いた試料は、デニソン・サンプラーにより採取した“乱れの少ない

試料”と、標準貫入試験により採取された攪乱試料を用いて実施した。 

 土質試験結果の詳細は、巻末の試験結果に示し、本項では各試験項目に対す

る説明を行う。 

 また、参考資料として、表・4-1-3 に土粒子の密度と土の種類の関係を示し、

表・4-1-4 には土の物理的性質に関する、おおよその範囲を示す。 

 

表・4-1-3 土粒子の密度と土の種類との関係 
(土質調査の基礎知識、鹿島出版会) 

 

 ρｓ＝2.00(以下)～2.50ｇ/cm３      腐植物の多量含有する土 

 ρｓ＝2.60      ～2.80ｇ/cm３       普通の土 

 ρｓ＝2.80      ～3.00(以上)ｇ/cm３  砂鉄など重鉱物を含む土 

 

表・4-1-4 土の物理的性質のおおよその範囲 
(土質試験の方法と解説、土質工学会) 

地 層 

 

物理的性質 

沖 積 世 
洪積世 

 

粘性土 

関東ローム 高有機質土 

粘性土 砂質土 

湿潤密度 

ρt (g/cm３ ) 
1.2～1.8 1.6～2.0 1.6～2.0 1.2～1.5 0.8～1.3 

乾燥密度 

ρd (g/cm３ ) 
0.5～1.4 1.2～1.8 1.1～1.6 0.6～0.7 0.1～0.6 

含 水 比 

Ｗ (％) 
30～80 10～30 30～60 80～150 80～1200 
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表・4-1-5 土質試験結果一覧表(1) 

（対象：沖積第 1 粘性土層 Ac1） 

 

 地層区分 Ac1 
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表・4-1-6 土質試験結果一覧表(2) 

（対象：沖積第 1 砂礫層 Ag1,沖積砂質土層 As） 

 

Ag1  地層区分  As As  As  As  As 
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以下、各地層の試験結果について説明を加える。 

 

（１）沖積第 1 粘性土層（Ａｃ1）・・・1 試料 

               （No.2 地点,GL-6.40～7.00ｍ） 
 

 本層は砂質シルトからなる地層で、Ｎ値が 6.0～7.0 を示す沖積の粘性土層で

ある。 

①   物理特性 

 土粒子の密度はρｓ＝2.732/cm３ を示し、表・4-1-3 より普通(一般的な鉱物

粒子)の土とおおむね一致した値である。 

 湿潤密度はρｔ＝1.729g/cm３ 、乾燥密度はρｄ＝1.161 g/cm３ 、自然含水比

はＷｎ＝48.9％を示す。この値を表 4-1-4 と比較すると、沖積の粘性土の一般

的な値を示している。 

 ② 力学特性 

 力学試験は、地盤の強度及び圧密特性を把握するため三軸圧縮試験、圧密試

験を実施した。 

  三軸圧縮試験(uu 法）の粘着力は C=77.2kN/㎡となる。せん断抵抗角はφ＝

9.86°を示す。 

  圧密降伏応力は、Ｐｃ＝409.8 kN/ｍ２ を示す。試験深度の現在の土の重量を

示す有効上載圧（Ｐ）と圧密降伏応力を比較し、過圧密比（ＯＣＲ＝Ｐｃ／Ｐ）

を求めると次のようになる。 

  No.2 地点 GL-6.70ｍ   ＯＣＲ＝409.8/83.9＝4.8   

以上より圧密降伏応力は、有効上載圧の約 4.8 倍の値を示し、過圧密粘土で

あることを表している。圧密降伏応力度と深度の関係は図・4-1-3 に示す。 
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図・4-1-3 圧密降伏応力と深度の関係（Ac1 層） 

 

 

（２）沖積第 1 砂礫層、沖積砂質土層（Ａｓ）・・・6 試料 

               （No.1 地点：3 試料） 

               （No.2 地点：3 試料） 

  各層の試験結果をまとめると、次のようになる。 

①沖積第1砂礫層(礫混り細砂) 

本層では粒度試験を1試料実施した。その結果は下記に示すとおりである。 

No.1地点 3.15～3.45ｍ  

         礫分  33.4％ 

   砂分  60.6％ 

   細粒分  6.0％ 

   Ｄ50  0.4538㎜ 

   最大粒径  19㎜  

② 沖積砂質土層(シルト質細砂) 

本層では粒度試験を5試料実施した。その結果は下記に示すとおりである。 

No.1地点 8.15～8.45ｍ  

        礫分  0.0％ 
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   砂分  17.6％ 

   細粒分  82.1％ 

   Ｄ50  － 

   最大粒径  0.425㎜  

No.1地点 9.15～9.45ｍ  

         礫分  0.0％ 

   砂分  25.9％ 

   細粒分  74.1％ 

   Ｄ50  － 

   最大粒径  0.425㎜  

No.2地点 7.15～7.45ｍ  

         礫分  0.2％ 

   砂分  52.3％ 

   細粒分  47.5％ 

   Ｄ50  0.0909㎜ 

   最大粒径  4.75㎜  

No.2地点 8.15～8.45ｍ  

         礫分  0.0％ 

   砂分  16.2％ 

   細粒分  83.8％ 

   Ｄ50  － 

   最大粒径  0.425㎜  

No.2地点 9.15～9.45ｍ  

         礫分  0.0％ 

   砂分  24.1％ 

   細粒分  75.9％ 

   Ｄ50  － 

   最大粒径  2㎜  
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4-1-4 現場透水試験結果 

 現場透水試験は、透水係数を把握し、設計の基礎資料を得る目的で実施した。

沖積第 1 砂礫層（Ag1）を対象とした。試験は注入法にて行った。透水係数の算

定式を以下に示す。 

 今回透水係数は式・4-1-2（不圧帯水層）により算定した。 
 

 

・現場透水試験算定式 

 

             

 

 

…………… 式・4-1-1 

  
 

 

…………… 式・4-1-2 

 

  ここに、ｋ：透水係数（cm/sec) 

          ｄ：ケーシング内径（cm) 

          Ｄ：孔隙直径（cm） 

          Ｌ：孔隙長（cm) 

          ｍ：logs-t 曲線の直線部の勾配（Ｓ－１） 

 

     Ｓ１,Ｓ２：平衡水位との水位差（cm） 

     ｔ１,ｔ２：Ｓ１,Ｓ２の時の経過時間（sec） 
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 ここで、現場測定結果を表・4-1-7 に示す。 

 

表・4-1-7 現場透水試験による平衡水位と透水係数 

 

 

 地層名 

 

地 点 No 

測定深度 

(GL-ｍ) 

 

 

 土質名 

 

     平 衡 水 位  

 

透水係数ｋ 

（ ｍ /sec）  

下段(cm/sec) 

 

(GL ｍ) 

 

標高 

(H=  ｍ) 

沖積 

砂質土層 

（As） 

No.1 

4.00～  

  4.50 

 

玉石混り砂礫

 

 

-2.85 

 

15.62 

1.33×10－4 

（1.33×10－2） 

 

 土の透水性は、地下水を取り扱う際には最も重要なファクターであり、一般に

透水係数の大小によって表される。土の透水係数は、土質の粒度分布及び粒径に

依存するほかに、間隙比、密度、含水比などの影響を受ける。 

 ここで、一般に土質状態により知られる透水係数の概略値を示すと、表・4-1-8

のようになる。 

 

表・4-1-8 土質と透水係数の相関と透水係数の適用 

 

            （出典；土質試験の方法と解説，土質工学会，平成 2 年，Ｐ.273） 

 

現場測定の透水係数 

 現場透水試験の結果は、沖積第 1 砂礫層でｋ＝1.33×10－2 cm/sec＝1.33 ｍ
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/sec の測定値が得られた。一般的な砂及び礫の値を示している。 
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４－２岡本出張所 

 

 4-2-1 現地調査・既存資料収集結果 

 現地調査箇所は神奈川県南足柄市岩原字吹場1025番地5に位置し、酒匂川の右岸

側に広がる軽石流台地に位置する。地形的には緩やかな傾斜地に位置する。地形

区分としては洪積台地に位置する。 

地質的には既存文献の地質図などより判断すると調査地周辺では軽石流台地に

分類され、上部に関東ローム層が厚く分布する所である。 

 調査地では、下記に示す調査が昭和52年5月に実施されている。既存ボーリング

は2箇所で、調査位置は図・1-2に示す。 

  ・昭和52年度消防分署建設予定地地質調査 報告書 平成52年5月 

                     （横浜ボーリング工業株式会社） 

 今回調査は、1箇所のボーリングである。調査地での既設ボーリングは、表・4

-2-1に示す2箇所の資料が確認された。 

 

表・4-2-1 調査地の既設ボーリング資料 

地点名 標高 調査深度 調査年月日・調査会社

既存No.1 GL±0.00ｍ 25.45ｍ 
昭和52年2月・ 

横浜ボーリング工業㈱

既存No.2 GL±0.00ｍ 25.45ｍ 
昭和52年2月・ 

横浜ボーリング工業㈱

 

 既存ボーリングによると深度 21.35～21.75ｍまでローム層が分布する。以深は

洪積砂質土層が分布する。 

 

。 
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4-2-2 地盤状況 

 今回、調査地においては、地層の堆積状況、地下水、硬軟の度合いなどを把

握するため、調査位置図(図・1-2)に示す地点において 1 箇所の機械ボーリング

を実施した。 

 結果は、巻末のボーリング柱状図及び図・4-2-1～2 の断面位置図、推定地層

断面図に示すとおりである。 

これによると、当地点は前項で述べたように、軽石流台地に位置することか

ら、盛土層の下位にローム層が厚く分布する所である。ローム層の下位には既

存資料によると洪積砂質土層が分布する。 

 今回及び既存調査での確認土層は、表・4-2-2 に示す 3 の地層である。最上

部に盛土層が分布し、以深ローム層、洪積砂質土層が確認されている。 

 

表・4-2-2 調査地の地盤構成 

時代 地層名 記号 
Ｎ値範囲 

（平均Ｎ値） 

 盛土層 Ｂ 
11.0 

（11.0） 

洪積世 

（更新世） 

ローム層 Ｌｍ 
2.0～26.0 

（13.6） 

洪積砂質土層 Ｄｓ 
13.0～32.0 

（21.3） 

     ＊ローム層のＮ値は今回調査の測定による値である。 

     ＊洪積砂質土層のＮ値は既存資料の値である。 



Ｎ
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現況平面図
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1 1

岡本出張所建替計画に伴う敷地測量調査

発注者

作業者 国際航業株式会社
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.4
0
0

＊既存ボーリング地点の地盤高は今回ボーリング地点の地盤高とした。

断面位置図

図・4-2-1 断面位置図（岡本出張所） 35
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盛土層(B) ローム層(Lm) 洪積砂質土層(Ds)
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 以下、各地層の説明を行う。土質及びＮ値は今回調査の結果を示す。 

 

 (１) 盛土層(Ｂ)・・・GL-0.00～1.90ｍ 

 

  土  質：礫混り粘性土、砕石、アスファルト 

  確認層厚：1.90ｍ 

  色  調：褐灰色 

  Ｎ  値：11.0（測定 1 回） 

相対稠度：硬い 

 

  本層は、層厚 1.90ｍで分布する盛土層である。土質は礫混じ粘性土からなり、

不均質な土質状態を示す。最上部にはアスファルト、砕石が分布する。層中に

は礫混り砂礫が不規則に混入する。含水は全体に中位である。 

  Ｎ値は測定 1 回で 11.0 を示す。 

 

＜洪積層＞ 
 

 (２)ローム層(Ｌｍ)・・・GL-1.90～20.45ｍ 

 

 土  質：ローム、砂質ローム 

 確認層厚：18.55ｍ 

 色  調：茶褐色 

 Ｎ  値：2.0～26.0(平均Ｎ値 13.6) 

 相対稠度：軟らかい～中位～硬い～非常に硬い 

 

 

 本層は盛土層の下位に分布するローム層である。層厚は 18.55ｍを示す。土質

はローム、砂質ロームからなる。層中には浮石、スコリアが混入する。深度 2ｍ

付近は含水がやや多い。全体的には含水及び粘性は中位である。深度 8ｍ付近に

は火山礫が混入する。深度 9.30～10.00ｍ間では固結する。深度 12～13ｍ付近で

は所々固結する。 

 砂質ロームは粘性が少ない。下部は全体に硬い土質状態を示す。所々色調がや

や変化する。 

 Ｎ値は 2.0～26.0 を示し、平均すると 13.6 となる。 
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〔地下水位〕 

 機 械 ボ ー リ ン グ 孔 内 地 下 水 位 は 、 表 ・ 4-2-2に 示 す 深 度 に お い て

確 認 し た 。 確 認 水 位 は ロ ー ム 層 中 に あ る 。  

 

表・4-2-3 地下水位測定結果 

調査 

孔番号 

測定孔内水位(ｍ) 
調査孔位置の 

地盤標高(m) 

(標高 表示) 

水頭位置の土層 

(確認方法) 
測定年月日 

GL-（ｍ） 標高 H（ｍ） 

今回 

No.1 
15.70 35.79 51.49 ローム層 2017 年 10 月 2 日 

既存 

No.1 
18.40 33.09 51.49 ローム層 － 

既存 

No.2 
15.50 15.99 51.49 ローム層 － 

＊既存 No.1,No.2 地点の標高は、今回調査の No.1 地点と同等とした。 

 

 調査地での確認地下水位は GL-15.70ｍ（H=35.79ｍ）を示している。この水

位は泥水の影響を受けた水位であり、恒常的安定水位は確認水位より深い所に

あると想定される。 
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4-2-3 土質試験結果 

 調査地に分布するローム層（Ｌｍ）の物理・力学的性状の把握する目的で土

質試験を行った。 

 試験に用いた試料は、デニソン・サンプラーにより採取した“乱れの少ない

試料”である。 

 土質試験結果の詳細は、巻末の試験結果に示す。また、参考資料として、表・

4-2-4 には土の物理的性質に関する、おおよその範囲を示す。 

 

表・4-2-4 土の物理的性質のおおよその範囲 
(土質試験の方法と解説、土質工学会) 

地 層 

 

物理的性質 

沖 積 世 
洪積世 

 

粘性土 

関東ローム 高有機質土 

粘性土 砂質土 

湿潤密度 

ρt (g/cm３ ) 
1.2～1.8 1.6～2.0 1.6～2.0 1.2～1.5 0.8～1.3 

乾燥密度 

ρd (g/cm３ ) 
0.5～1.4 1.2～1.8 1.1～1.6 0.6～0.7 0.1～0.6 

含 水 比 

Ｗ (％) 
30～80 10～30 30～60 80～150 80～1200 
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表・4-2-5 土質試験結果一覧表 

（対象：ローム層・No.1 地点） 

 

 地層区分 Lm 
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以下、ローム層の試験結果について説明を加える。 

（１）ローム層（Ｌｍ）・・・1 試料 

             （No.1 地点,GL-2.50～3.30ｍ） 
 

 本層はロームからなる地層で、Ｎ値が 2.0～7.0 を示す火山灰質の粘性土層で

ある。 

①   物理特性 

 湿潤密度はρｔ＝1.318g/cm３ 、乾燥密度はρｄ＝0.618 g/cm３ 、自然含水比

はＷｎ＝113.3％を示す。この値を表 4-2-3 と比較すると、関東ロームの一般的

な値を示している。 

②   力学特性 

 力学試験は、地盤の強度を把握するため三軸圧縮試験（ＵＵ）を実施した。 

  三軸圧縮試験(uu 法）の粘着力は C=66.9kN/㎡となる。せん断抵抗角はφ＝

17.00°を示す。 
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§５ 総合考察 

 

５－１ 豊川出張所 

 

5-1-1 調査地周辺の地形・地質の検討 

調査地は小田原市成田地内に位置している。酒匂川の左岸に位置する平坦な

地形を示す所である。周辺は工場、住宅からなる所である。 

 

（１） 地形特性  

①調査地の地形区分は酒匂川沿いの沖積低地であり、ほぼ平坦な地形を

示す市街地からなる。 

②調査地点は酒匂川の左岸に位置し、河川沿いに発達する沖積低地に区

分される。 

③調査地のある沖積低地は、足柄平野として酒匂川沿いに広がり氾濫原、

自然堤防、砂丘、小扇状地などからなる。 

④調査地は酒匂川の氾濫原に位置する。 

 

（２） 地質特性  

①調査地の沖積低地は、河成の堆積物によって形成された氾濫原にあり、

上部より比較的締まりの良好な沖積砂礫層が分布する所である。 

②沖積層は砂礫層が主体であり、層中に粘性土層、砂質土層が認められ

る。 

③沖積層は厚く分布し下位には、洪積層の砂礫層が分布すると想定され

る。 

④沖積第 1～3 砂礫層は土質が砂礫、玉石混り砂礫からなり、φ75～100mm

の玉石が混入する。Ｎ値 21～60 以上を示す地盤である。 

⑤沖積第 1～2 粘性土層は、砂質シルト、シルトからなり、Ｎ値 6～14 を

示す地盤である。 

⑥沖積砂質土層はシルト質細砂、細砂からなり、Ｎ値 12～44 を示す地盤

である。 
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5-1-2 地質調査結果に基づく土質定数の設定の考察 

  本章では、土質定数値として設計Ｎ値、単位体積重量（γt）、粘着力（Ｃ）、

内部摩擦角（φ）、変形係数（Ｅ）の提案を行う。  

（１） 土質定数値一覧 

土質定数の検討結果は表・5-1-1に示す。検討方法及び条件は後で述べる。 

表･5-1-1 土質定数値一覧 

地層名 
地層 

記号 

設計 

Ｎ値 

単位 

体積重量 

γt 

(kN/m3) 

せん断定数 
変形係数 

Ｅ 

(kN/m2) 
粘着力 

Ｃ(kN/m2)

内部摩擦角 

φ(°) 

盛土層 Ｂ － 16 － － － 

沖積第1砂礫層 Ａｇ1 21 19 0 35 14700 

沖積 

第1粘性土層 
Ａｃ1 6 

16.9 

（試験値）

77.2 

（試験値）

9 

（試験値） 
4200 

沖積砂質土層 Ａｓ 12 18 0 30 8400 

沖積第2砂礫層 Ａｇ2 60 21 0 40以上 42000 

沖積 

第2粘性土層 
Ａｃ2 12 17 75 0 8400 

沖積第3砂礫層 Ａｇ3 60 21 0 40以上 42000 

＊設計Ｎ値は、表・5-1-2の代表値を採用する。 
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（２） 提案方法 

 

  １）代表Ｎ値 

 代表Ｎ値は、原則として各地層の平均Ｎ値を用いる。地層ごとに検討し定め

ることとする。 

   設計Ｎ値は表･5-1-2を基に決定した。 

 

表･5-1-2 各地層の代表Ｎ値 

地層名 地層記号 代表Ｎ値 

盛土層 Ｂ － 

沖積第1砂礫層 Ａｇ1 
21 

（最低値） 

沖積 

第1粘性土層 
Ａｃ1 

6 

（平均値） 

沖積砂質土層 Ａｓ 
12 

（最低値） 

沖積第2砂礫層 Ａｇ2 
60 

（平均値） 

沖積 

第2粘性土層 
Ａｃ2 

12 

（平均値） 

沖積第3砂礫層 Ａｇ3 
60 

（平均値） 

＊沖積第 1 砂礫層は試験時の礫打ちを考量して最低値を採用した。 

  ＊沖積砂質土層はＮ値のばらつきを考慮して最低値を採用した。 

 

２）粘着力(Ｃ) 

 粘着力については、室内土質試験を実施している地層については、試験値を

考慮して提案する。 

 土質試験の一軸圧縮強度（ｑｕ）は、Ｃ＝1／2ｑｕの関係式から求める。沖

積層については、テルツアギー・ペックの式 5-1-1 の推定式があり、また洪積

層については、図・5-1-1 に示す竹中・西垣および奥村の関係による式 5-1-2
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が提案されている。 

 今 回 は 式 5- 1 - 1 を 採 用 し た 。  
 
 

qu＝12.5・Ｎ kN/㎡ ………………… (式 5-1-1) 

qu＝25.0・Ｎ kN/㎡ ………………… (式 5-1-2)  Ｎ値＞４回 

Ｃ ＝ 1/ 2 q u      ………………… (式 5-1-3) 

 

 

図・5-1-1 ｑｕとＮ値との関係 

(奥村樹郎：港湾構造物の設計のおけるＮ値の考え方と利用法、基礎工 Vol10.1982) 

 

 

 

  ３）内部摩擦角(φ) 

 粗粒土層の内部摩擦角は、代表Ｎ値から推定した。 

 Ｎ値から内部摩擦角を推定する方法は、多数の研究があるが、今回は図・

5-1-2 に示す大崎の提案式である式 5-1-4 を用いる。 
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       1520N φ   ……………… ………  (式 5-1-4) 

 

粘性土については、安全側を考慮して無視(φ=0°)する。 

 

 

図 ・ 5- 1 - 2  砂 の 内 部 摩 擦 角 φ と Ｎ 値 と の 関 係  
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  ４)単位体積重量(γｔ) 

 土の単位体積重量は、表 5-1-3 を考慮して推定する。 
 

 
表 5-1-3 土質状態における単位体積重量の概略値 

種  類 状    態 単位体積重量 

(ｋＮ/ｍ３) 

盛

土 

礫および礫まじり砂 締固めたもの 20 

 

砂 

 

締固めたもの

粒度の良いもの 20 

粒度の悪いもの 19 

砂 質 土 締固めたもの 19 

粘 性 土 締固めたもの 18 

関東ローム 締固めたもの 14 

自

然 

地

盤 

礫 

密実なものまたは粒度の 

良いもの 
20 

密実でないものまたは粒度の 

悪いもの 
18 

 

礫まじり砂 

密実なもの 21 

密実でないもの 19 

 

砂 

密実なものまたは粒度の 

良いもの 
20 

密実でないものまたは粒度の 

悪いもの 
18 

 

砂 質 土 

密実なもの 19 

密実でないもの 17 

 

粘 性 土 

固いもの(Ｎ＝8～15 回) 18 

やや軟らかいもの(Ｎ＝4～8 回) 17 

軟らかいもの(Ｎ＝2～4 回) 16 

 

粘土およびシルト 

固いもの(Ｎ＝8～15 回) 17 

やや軟らかいもの(Ｎ＝4～8 回) 16 

軟らかいもの(Ｎ＝2～4 回) 14 

関東ローム  14 

〔引用文献：設計要領 第一集,日本道路公団，一部加筆〕 
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 ５)変形係数(Ｅ) 

 変形係数は、孔内水平載荷試験の試験値を用いる。試験の実施していない所

は、図 5-1-3 より 

Ｅ＝700Ｎ kN/㎡  （Ｅ≒7Ｎ kgf/cm２ ）……………… ………  (式 5-1-5) 

を用いて推定する。 

 

 

図 5-1-3 孔内載荷試験より得られた変形係数とＮ値との関係 

（土谷 尚・豊岡義則：SPT のＮ値とプレシオメータの測定値の関係 1980） 
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 （３） 提案 

 

   沖積層  

    ① 盛土層（Ｂ） 

      γt＝16ｋＮ／㎥（表･5-1-3より） 

      その他の定数は、土質が不均質であることから設定していない。 

 

    ② 沖積第 1 砂礫層（Ａｇ1） 

       Ｎ＝21（表･5-1-2より） 

      γt＝19ｋＮ／㎥（表・5-1-3より） 

      Ｃ ＝0ｋＮ/ｍ₂  

      φ ＝35° 

Ｅ＝14700ｋＮ/ｍ₂ （式・5-1-5より） 

 

    ③ 沖積第１粘性土層（Ａｃ） 

       Ｎ＝6（表・5-1-2より） 

      γt＝16.9ｋＮ／㎥（土質試験値） 

      Ｃ ＝77.2ｋＮ/ｍ₂ （土質試験値） 

      φ ＝9°（土質試験値） 

Ｅ＝4200ｋＮ/ｍ₂ （式5-1-5より） 

 

    ④ 沖積砂質土層（Ａｓ） 

       Ｎ＝12（表･5-1-2より） 

      γt＝18ｋＮ／㎥（表・5-1-3より） 

      Ｃ ＝0ｋＮ/ｍ₂  

      φ ＝30°（式・5-1-4より） 

Ｅ＝8400ｋＮ/ｍ₂ （式・5-1-5より） 

 

    ⑤ 沖積第 2 砂礫層（Ａｇ2） 

       Ｎ＝60（表･5-1-2より） 
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      γt＝21ｋＮ／㎥（表・5-1-3より） 

      Ｃ ＝0ｋＮ/ｍ₂  

      φ ＝40°以上（式・5-1-4より） 

Ｅ＝42000 ｋＮ/ｍ₂ （式・5-1-5より） 

 

    ⑥ 沖積第 2 粘性土層（Ａｃ2） 

       Ｎ＝12（表・5-1-2より） 

      γt＝17ｋＮ／㎥（表5-1-3より） 

      Ｃ ＝75ｋＮ/ｍ₂ （式5-2-1,式5-1-3より） 

      φ ＝0° 

Ｅ＝8400ｋＮ/ｍ₂ （式5-1-5より） 

 

    ⑦ 沖積第 3 砂礫層（Ａｇ3） 

       Ｎ＝60（表･5-1-2より） 

      γt＝21ｋＮ／㎥（表・5-1-3より） 

      Ｃ ＝0ｋＮ/ｍ₂  

      φ ＝40°以上（式・5-1-4より） 

Ｅ＝42000 ｋＮ/ｍ₂ （式・5-1-5より） 
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5-1-3 地 盤 の 工 学 的 性 質 の 検 討 と 支 持 地 盤 の 設 定 の 考 察  

 

（1）地盤の工学的性質の検討 

調査地に分布する地層は表・5-1-4 に示す。 

表･5-1-4 調査地の分布地層と分布深度・代表Ｎ値 

地層名 
地層記

号 
分布深度（標高） 代表Ｎ値 

盛土層 Ｂ H=18.47～18.48ｍ － 

沖積第1砂礫層 Ａｇ1 H=16.83～16.92 
21 

（最低値） 

沖積 

第1粘性土層 
Ａｃ1 H=12.13～12.57ｍ 

6 

（平均値） 

沖積砂質土層 Ａｓ H=10.97～11.63ｍ 
12 

（最低値） 

沖積第2砂礫層 Ａｇ2 H=7.88ｍ 
60 

（平均値） 

沖積 

第2粘性土層 
Ａｃ2 H＝3.33ｍ 

12 

（平均値） 

沖積第3砂礫層 Ａｇ3 H=-0.52ｍ 
60 

（平均値） 

 

 

 各地層の工学的特性を述べると次のようになる。 

 

① 盛土層（B） 

本層は最上部に分布する地層で、粘性土と砂礫からなる。層中には礫が混入す

るのが特徴である。Ｎ値は 4.0～6.0 を示し、平均すると 5.0 となり、不安定な地

盤からなる。 

 

② 沖積第 1 砂礫層(Ag1) 

本層は層厚 4.35～4.70ｍで分布し、Ｎ値 21.0～60.0以上を示す砂礫層である。

土質は砂礫、玉石混り砂礫、礫混り細砂などからなる。層中にはφ7～mm の玉石
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が混入する。Ｎ値は礫打ちの影響を受けていると推測され、設計Ｎ値としては最

低値 21 が提案される。地下水位は本層内 GL-2.85ｍにあり、地形条件より水量は

豊富と判断される。 

 

③ 沖積第 1 粘性土層（Ac1） 

本層は層厚 0.50～1.60ｍで分布する沖積の粘性土層である。Ｎ値は 6.0～7.0

を示している。土質は砂質シルトからなる。No.2 地点側では薄い分布となってい

る。 

強度的には土質試験結果より粘着力がＣ＝77.2ｋＮ/㎡を示し、せん断抵抗角が

φ＝9°からなり、高い強度を示す地盤である。概算長期支持力としてはｑａ＝200

ｋＮ/㎡程度が期待できる地盤である。 

圧密降伏応力はＰｃ＝409.8ｋＮ/㎡と高い値を示し、過圧密粘土に分類される。

深度 GL-6.70ｍでの有効土被り圧は P＝83.9ｋN/㎡を示す。圧密降伏応力との差は

409.8-83.9＝325.9ｋN/㎡となる。 

圧密応力として約 300ｋN/㎡程度の余裕をもった地盤である。よって、支持力

算出された 200ｋＮ/㎡程度の増加荷重（設計荷重）が作用しても、問題となる圧

密沈下は生じないものと判断される。 

 

④ 沖積砂質土層（As） 

本層は層厚 2.95～3.80ｍで分布する沖積の砂質土層である。Ｎ値は 12.0～44.0

を示し、ばらつきがあり設計Ｎ値としては最低値 12 を提案する。土質はシルト質

細砂、細砂からなり、堆積年代の新しい砂質土からなることから、地震時の液状

化について考慮する地層である。 

 

⑤ 沖積第 2 砂礫層（Ag2） 

本層は層厚 4.55ｍで分布する沖積の安定した砂礫層である。土質は砂礫からな

り、φ2～40mm の礫からなる地層である。Ｎ値はすべて 60 以上を示し、非常に密

に締まった地盤である。 

 

⑥ 沖積第 2 粘性土層（Ac2） 

本層は層厚 3.85ｍで分布する沖積の粘性土層である。Ｎ値は 12.0～14.0 を示

し、設計値としては平均値の 12 が提案される。土質状態は硬い状態であり、上位

の沖積第 1 粘性土層より強度的には期待できる地盤である。 
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⑦ 沖積第 3 砂礫層（Ag3） 

本層は確認層厚 1.37ｍであり、沖積の安定した砂礫層である。土質は砂礫から

なり、φ2～30mm の礫からなる地層である。Ｎ値はすべて 60 以上を示し、非常に

密に締まった地盤である。 

 

 

（２）支持地盤の設定の考察 

支持地盤（支持層）としての条件は、支持力が十分に見込めることはもちろん

であるが、計画建物の規模･形式等によっても変化する。支持力から判断すると、

Ｎ値の大きな地盤が第一の支持地盤の候補といえる。 

一般にＮ値による支持層の目安は、砂質土の場合Ｎ値 30 以上となる。粘性土の

場合はＮ値 20 以上となる。 

以下、計画建物（ＲＣ造 2 階あるいは鉄骨造 2 階）の支持地盤について検討す

る。 

          表・5-1-5 支持層の目安 

 

土層の土質分類 

 

支持層として良質 

 

支持層として堅固 

 

砂質土 

 

30＜N＜50 

 

N≧50 

 

粘性土 

 

20＜N＜30 

 

N≧30 

 

調査地では推定地層断面図に示すように、層厚 3ｍ以上を有する支持地盤の検

討対象になる地層は、下記に示す 2 層である。 

① 沖積第 1 砂礫層（Ａｇ1） 

② 沖積第 2 砂礫層（Ａｇ2） 

沖積第 1 砂礫層は層厚 4.35～4.70ｍを有する地盤である。Ｎ値は 21～60 以上

を示し、平均すると 49 となる。全体にＮ値のばらつきがあるが、おおむねＮ値が

21 以上（設計Ｎ値 21）の地盤と評価される。計画建物の規模から判断して検討対

象になる地層である。下位に沖積第 1 粘性土層が分布することから、この点を考

慮する必要がある。 

沖 積 第 2砂 礫 層 は ボ ー リ ン グ No.2地 点 で は 深 度 GL-10.60ｍ 以 深 に 層

厚 4.55ｍ で 分 布 し 、Ｎ 値 が 60以 上 の 非 常 に 密 な 地 盤 か ら な る 。支 持 地

盤 の 検 討 対 象 と な る 地 盤 で あ る 。  
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5-1-4 地 盤 の 透 水 性 の 検 討  

今 回 の 計 画 建 物 の 支 持 地 盤 対 象 と な る 沖 積 第 1砂 礫 層 に て 、透 水 性 を

把 握 目 的 で 現 場 透 水 試 験 を 実 施 し た 。 そ の 結 果 を 求 め る と 表 ・ 5-1-

6と な る 。  

 

表・5-1-6 沖積第 1 砂礫層の透水係数 

 

 

 地層名 

 

地 点 No 

測定深度 

(GL-ｍ) 

 

 

 土質名 

 

     平 衡 水 位  

 

透水係数ｋ 

（ ｍ /sec）  

下段(cm/sec) 

 

(GL ｍ) 

 

標高 

(H=  ｍ) 

沖積第 1 砂

礫層 

（Ag1） 

No.1 

4.00～  

  4.50 

 

玉石混り 

砂礫 

 

 

-2.85 

 

15.62 

 

1.33×10－4 

（1.33×10－2） 

 

 沖積第 1砂礫層の透水係数はｋ＝1.33×10－2 cm/sec＝1.33×10－4 ｍ/secを示

す。 

 試験時の状況より判断すると、沖積第 1 砂礫層は地下水が豊富で、透水性が

高いと判断される。地下水位以下を掘削する場合には、水処理及び止水につい

て留意する必要がある。 

 

5-1-5 調 査 結 果 に 基 づ く 基 礎 形 式 の 考 察  

 一 般 に 、基 礎 は 支 持 形 式 に よ っ て 図・5-1-4の よ う に 分 類 さ れ 、基

礎 ス ラ ブ か ら の 荷 重 を 直 接 基 礎 地 盤 に 伝 え る 直 接 基 礎 と 、 杭 を 介 し

て 基 礎 地 盤 に 伝 え る 杭 基 礎 と が あ る 。  

杭 基 礎 は 、杭 材 、設 置 方 法 及 び 工 法 に よ っ て 図・5-1-5の よ う に 分

類 さ れ て い る 。 ま た 、 基 礎 構 造 計 画 の 目 的 は 、 基 礎 形 式 と 支 持 地 盤

を 選 定 す る こ と で あ る 。 建 築 用 途 に 対 し て は 、 性 能 ・ 経 済 性 ・ 美 し

さ の バ ラ ン ス を 図 る こ と が 重 要 で あ り 、 基 礎 構 造 の 適 用 性 を 比 較 検

討 す る 中 で 、 図 ・ 5-1-6に 示 す 費 用 対 効 果 の 検 討 が 必 要 と な る 。  

 今 回 計 画 し て い る 建 設 予 定 建 物 は 、 下 記 に 示 す と お り で あ る 。  

  消 防 庁 舎 ：  Ｒ Ｃ 造 2階 あ る い は 鉄 骨 造 2階  

  基 礎 形 式 は 、直 接 基 礎 と 杭 基 礎 に 大 き く 分 類 さ れ る 。調 査 地 の 支
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持 地 盤 は 沖 積 第 1砂 礫 層 及 び 沖 積 第 2砂 礫 層 が 有 力 と な る 。  

  沖 積 第 1砂 礫 層 は GL-1.55～ 1.65ｍ 以 深 に 分 布 す る 。深 度 的 に は 直

接 基 礎 が 適 し い る 。支 持 力 及 び 下 位 の 粘 性 土 層 の 沈 下 の 問 題 が な い

場 合 に は 、経 済 性 及 び 施 工 性 に 優 れ た 直 接 基 礎 が 適 し て い る と 判 断

さ れ る 。  

  支 持 地 盤 を 沖 積 第 2砂 礫 層 と し た 場 合 に は 、支 持 面 深 度 が GL-10.6

0ｍ と 深 い こ と か ら 、 基 礎 形 式 と し て は 杭 基 礎 の 採 用 と な る 。  

杭 基 礎 に は 、既 成 杭 と 場 所 打 ち コ ン ク リ ー ト 杭 の 2つ の 種 類 が あ り 、

又 施 工 方 法 も 図・5-1-5に 示 す よ う に 多 く の 工 法 が あ る た め 、周 辺 の

環 境 、 構 造 物 の 規 模 、 施 工 実 績 等 を 踏 ま え 経 済 性 、 施 工 性 を 十 分 考

慮 し 決 定 す る 必 要 が あ る 。  

 

 

 

図・5-1-4 支持形式による分類 

 

 

図・5-1-5 杭材・設置方法・工法による分類 



 

 56

 

 

図・5-1-6 費用対効果の検討組合せ 

（図・5-1-4～6 文献資料 大杉文哉：建築設計事務所から見た基礎の計画 と

選定、基礎工、2002.No7） 

 

5-1-6 消防署建設に伴う設計・施工上の留意点の検討 

（１）土層構成及び支持層の確認 

土層構成は上部より沖積層が厚く分布する。今回調査では深度 20ｍまでの土層

構成の確認を実施した。最上部盛土層の下位には沖積第 1 砂礫層が分布し、比較

的安定した地盤であり、浅部より支持層となる地層が確認されている。これ以深

の支持層は深度 10.60ｍ以深の沖積第 2 砂礫層が確認されている。 

（ ２ ） 沖 積 第 1砂 礫 層 の 許 容 応 力 度  

 沖 積 第 1砂 礫 層 の 支 持 力 を Ｎ 値 よ り 求 め る こ と に す る 。  

 神 奈 川 県 構 造 関 連 取 扱 い 基 準 集（ 2004年 ）よ り 、物 理 試 験 に よ ら ず 、

標 準 貫 入 試 験 の よ る Ｎ 値 よ り 推 定 す る 場 合 、次 の 式 に よ る こ と が で き

る と さ れ て い る 。  

 調 査 地 の 支 持 地 盤 は 沖 積 第 1砂 礫 層 が 検 討 対 象 と な る 。 本 層 は 比 較

的 安 定 し た 地 盤 で あ る 。設 計 Ｎ 値 は 砂 礫 層 中 の 砂 質 土 か ら な る 部 分 で

測 定 さ れ た 21（ 最 低 値 ） よ り 式 ・ 5-1-6か ら 許 容 支 持 力 を 求 め る 。  

   ＜ 砂 質 土 の 場 合 ＞  

     Ｎ 値 ＞ 10の と き  
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     ｑ ａ ≦ Ｎ 値 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 式 ・ 5-1-6 

     ＊ ｑ ａ ： 地 盤 の 許 容 支 持 力 度  

     支 持 地 盤 の 設 計 Ｎ 値 を 21と し た 場 合 に は  

     ｑ ａ ＝ 21ｔ f／ ㎡ （ ＝ 206 kＮ ／ ㎡ ）  

     と な る 。  

 以 上 に よ う に 、 沖 積 第 1砂 礫 層 の Ｎ 値 か ら の 地 盤 の 許 容 支 持 力 は ｑ

ａ ＝ 21(ｔ f／ ㎡ ） ＝ 206 (kN/㎡ )と な る 。  

 

（ ３ ） 沖 積 第 1粘 性 土 層 の 許 容 応 力 度  

 土質試験結果より求められた、粘着力の強度を用いて国土交通省告示1113号

（平成13年7月））より式・5-1-7を用いて概算の地盤の許容応力度を求めると

下記のようになる。 

  ＜支持力計算式＞ 

 
    1 
 ｑa＝  (ｉc･α･Ｃ･Ｎc＋ｉγ･β･γ１･Ｂ･Ｎγ＋ｉq･γ２･Ｄf･Ｎq) 
    3 
 

                      ・・・・式・5-1-7 

  記 号  ｑa ： 地盤の許容応力度（kＮ／㎡） 

  Ｎc,Ｎγ,Ｎq ： 地盤内部の摩擦角に応じた支持力係数（表･5-1-7） 

       Ｃ ： 基礎荷重下にある地盤の粘着力（kＮ／㎡） 

      γ1 ： 基礎荷重面下にある地盤の単位体積重量（kＮ／ｍ３） 

      γ2 ： 基礎荷重面より上方にある地盤の平均単位体積重量 

           （kＮ／ｍ３） 

      α,β： 基礎荷重面の形状に応じた係数（表･5-1-8） 

   ic ,iγ,iｑ： 基礎に作用する荷重の鉛直方向に対する傾斜角に応 

          じた数値 

       Ｂ ： 基礎荷重面の短辺または短径（ｍ） 

      Ｄf ： 基礎の近接した最低地盤面までの深さ（ｍ) 
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表･5-1-7 支持力係数 

φ Ｎc Ｎγ Ｎq 

 0゜ 5.1 0.0 1.0 

 5゜ 6.5 0.1 1.6 

10゜ 8.3 0.4 2.5 

15゜ 11.0 1.1 3.9 

20゜ 14.8 2.9 6.4 

25゜ 20.7 6.8 10.7 

28゜ 25.8 11.2 14.7 

30゜ 30.1 15.7 18.4 

32゜ 35.5 22.0 23.2 

34゜ 42.2 31.1 29.4 

36゜ 50.6 44.4 37.8 

38゜ 61.4 64.1 48.9 

40ﾟ以上 75.3 93.7 64.2 

 

表･5-1-8 形状係数 

基礎底面 

の形状 円形 円形以外の形状 

α 1.2 
          Ｂ 
 1.0＋0.2     
     Ｌ 

β 0.3 
     Ｂ 
 0.5－0.2   
     Ｌ 
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 ＜算定条件＞ 

Ｎc ： 支持力係数 

              ＊内部摩擦角はφ＝9°とする。 

  ＊φ＝9°してＮｃ＝7.9 

となる。 

Ｃ： 支持地盤の粘着力（kＮ／㎡） 

          ＊Ｃ＝77.2ｋＮ/㎡ 

α ：α＝1.0とする 

     ｉ c ： ｉ ｃ ＝ 1.0と す る  

  ＊計算式の第2項及び第3項は、無視する。 

 

 沖積第1粘性土層の許容応力度  

 
  1            1 

ｑa＝  (ｉc・α・Ｃ･Ｎc) ＝  (1.0×1.0×77.2×7.9)＝203.2（kN／㎡） 
  3            3 
 

以上の様に、沖積第1粘性土層の土質試験結果による許容応力度はｑａ＝203.

2ｋN／㎡を示す結果となる。 

 

（ ４ ） 沖 積 第 1粘 性 土 層 の 沈 下 特 性 に つ い て   

 沖 積 第 1砂 礫 層 を 支 持 地 盤 と し た 場 合 に は 、 直 接 基 礎 を 採 用 す る こ

と が 有 力 と な る 。 こ の 場 合 に 、 支 持 地 盤 の 下 位 に 沖 積 第 1粘 性 土 層 が

分 布 す る こ と か ら 、こ の 層 の 圧 密 沈 下 に つ い て 設 計 時 に 確 認 す る 必 要

が あ る 。  

 下 部 粘 性 土 層 と な る 沖 積 第 1粘 性 土 層 で は 圧 密 試 験 が 実 施 さ れ て い

る 。 試 験 結 果 に よ る と 圧 密 降 伏 応 力 (Pc)は 下 記 に 示 す 通 り で あ る 。  

No.2地 点   Pc=409.8ｋ N/㎡  

 全 体 に 高 い 圧 密 降 伏 応 力 を 示 し て い る 。Pc=409.8ｋ N/㎡ と な り 、過

圧 密 粘 土 に 分 類 さ れ る 。 今 回 実 施 し た No.2地 点 で 試 験 深 度 GL-6.70ｍ

の 有 効 土 被 り 圧 （ P） を 求 め る と P=83.9ｋ N/㎡ と な る 。  

 こ れ よ り 、試 験 深 度 の 現 在 の 土 の 重 量 を 示 す 有 効 上 載 圧（ P）と 圧

密 降 伏 応 力 を 比 較 し 、 過 圧 密 比 （ OCR＝ Pc／ P） を 求 め る と 次 の よ う
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に な る 。  

  No.2 地点 GL-6.70ｍ   ＯＣＲ＝409.8/83.9＝4.8   

以 上 よ り 圧 密 降 伏 応 力 は 、有 効 上 載 圧 の 約 4.8倍 の 値 を 示 し 、非 常 に

過 圧 密 性 の 高 い 粘 土 で あ る こ と を 表 し て い る 。  

 こ の よ う に 、 圧 密 降 伏 応 力 か ら 有 効 上 載 圧 を 引 い た 値 (32 5 . 9ｋ N/

㎡ )が 、 計 画 建 物 荷 重 に よ る 増 加 応 力 よ り 大 き い 場 合 に は 、 圧 密 沈 下

に 対 す る 問 題 は な い と 判 断 さ れ る 。  

 詳 細 は 、設 計 時 に 計 画 建 物 の 設 計 荷 重 を 踏 ま え 、圧 密 沈 下 に つ い て

確 認 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

 な お 、 図 ・ 5-1-7に は 圧 密 沈 下 と 圧 密 降 伏 応 力 の 関 係 を 示 す 。 圧 密

対 象 層 の 圧 密 降 伏 応 力 、有 効 上 載 圧 、計 画 建 物 荷 重 に よ る 増 加 応 力 に

よ っ て 判 定 す る こ と が で き る 。  

  有 効 上 載 圧（ 現 在 の 土 の 荷 重 ）と 計 画 建 物 荷 重 、計 画 盛 土 荷 重 な ど

の 増 加 応 力 を 加 算 し た 応 力 が 、圧 密 降 伏 応 力 よ り 小 さ い 場 合 に は 、圧

密 沈 下 が 生 じ な い と 判 定 さ れ る 。  

  圧 密 試 験 を 実 施 し た 沖 積 第 1粘 性 土 層 は 、 現 状 で は 過 圧 密 領 域 に あ

る 高 い 圧 密 降 伏 応 力 が 得 ら れ 、 図 ・ 5-1-7に 示 す ③ に 該 当 す る 地 盤 で

あ る 。  
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図・5-1-7 圧密沈下の判定 

（小規模建築物基礎設計指針(日本建築学会,2008)P80～81 より引用） 

今回の値 沖積第 1 粘性土層 
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（ ５ ） 地 盤 の 液 状 化 の 検 討 及 び 考 察  

  

 調 査 地 に 分 布 す る 沖 積 の 砂 質 土 は 、堆 積 年 代 の 新 し い 堆 積 物 で あ り 、

地 震 時 の 液 状 化 が 懸 念 さ れ る 。  

 沖 積 層 の 各 地 層 に て 粒 度 試 験 を 6試 料 実 施 し 、 そ の 結 果 を 用 い て 液

状 化 検 討 を 行 う 。  

 検 討 は 、建 築 基 礎 構 造 設 計 指 針（ 日 本 建 築 学 会 ）に 従 い 行 う 。同 指

針 で は 、地 下 水 位 面 以 深 に あ る 飽 和 砂 質 土 層 及 び 軟 弱 な 飽 和 中 間 土 層

に つ い て は 、地 震 時 に お け る 液 状 化 発 生 の 可 能 性 及 び そ の 程 度 を 判 定

し 、 基 礎 構 造 の 設 計 の 際 に 、 そ の 結 果 を 考 慮 す る と さ れ て い る 。  

 一 般 に 対 象 と す べ き 土 層 は 、飽 和 土 層 で 地 表 面 か ら 20ｍ 程 度 以 浅 の

沖 積 層 で 、考 慮 す べ き 土 の 種 類 は 、細 粒 土 含 有 率 が 35％ 以 下 の 土 と し

て い る 。た だ し 、人 工 造 成 地 盤（ 盛 土 層 ）で は 、細 粒 土 含 有 率 が 35％

以 上 の シ ル ト な ど が 液 状 化 し た 事 例 が 報 告 さ れ て い る の で 、粘 土 分 の

含 有 率 が 10％ 以 下 の 盛 土 地 盤 に つ い て は 液 状 化 検 討 を 行 う と さ れ て

い る 。ま た 、細 粒 分 を 含 む 礫 や 透 水 性 の 低 い 土 層 に 囲 ま れ た 礫 は 、液

状 化 の 可 能 性 が 否 定 で き な い の で 、そ の よ う な 場 合 に も 液 状 化 検 討 を

行 う 。 今 回 は 沖 積 砂 質 土 層 に つ い て 検 討 を 実 施 し た 。  

今 回 の 粒 度 試 験 は 沖 積 の 砂 質 土 に つ い て 、土 質 サ ン プ ル を 用 い て 粒

度 試 験 を 6試 料（ 沖 積 第 1砂 礫 層・沖 積 砂 質 土 層 ）で 実 施 し た 。表・ 5-

1-9に 示 す 試 験 結 果 よ り 細 粒 分 が 35％ 以 上 と な る 試 料 が 5試 料（ 沖 積 砂

質 土 層 ）あ り 、こ の 試 料 に つ い て は 液 状 化 対 象 外 の 土 層 と し た 。沖 積

砂 質 土 層 は 液 状 化 し な い と 判 定 さ れ る 。  

対 象 と な る 土 層 は 下 記 の 1試 料 で あ り 、 こ の 試 料 に つ い て 液 状 化 検

討 を す る 。 な お 、 地 下 水 位 は GL-2.85ｍ と 設 定 し た 。  

・No.1地 点  GL-3.15～ 3.45ｍ  礫 混 り 細 砂  沖 積 第 1砂 礫 層  

液 状 化 の Ｆ Ｌ 計 算 結 果 は 、表・ 5-1-7及 び 図・ 5-1-8に 示 す と お り で

あ る 。 ま た 、 計 算 式 と 詳 細 検 討 資 料 は 巻 末 に 示 す 。  

 Ｆ Ｌ 値 の 評 価 は 、 Ｆ Ｌ 値 が 1よ り 大 き く な る 土 層 に つ い て は 、 液 状

化 発 生 の 可 能 性 は な い も の と 判 定 す る 。 1以 下 の 場 合 は 、 そ の 可 能 性

が あ り と 判 定 す る 。値 が 小 さ く な る ほ ど 、液 状 化 発 生 の 危 険 度 が 高 く 、

ま た 、Ｆ Ｌ 値 の 値 が 1を 切 る 土 層 が 厚 く な る ほ ど 危 険 度 が 高 く な る（ 建

築 基 礎 構 造 設 計 指 針 ： 日 本 建 築 学 会 、 2001） 。  
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沖 積 第 1砂 礫 層 （ 礫 混 り 細 砂 ） の 検 討 結 果 に よ る 液 状 化 判 定 は 、 設

計 水 平 加 速 度 150galの 場 合 に FL=7.311を 示 し 、液 状 化 の 可 能 性 が な い

と 判 定 さ れ る 。設 計 水 平 加 速 度 200galの 場 合 に FL=5.483を 示 し 、液 状

化 の 可 能 性 が な い と 判 定 さ れ る 。  

ま た 、設 計 水 平 加 速 度 350galの 場 合 は FL=3.133を 示 し 、同 様 に 液 状

化 の 可 能 性 が な い と 判 定 さ れ る 。  

な お 、 マ グ ニ チ ュ ー ド （ M） は 内 閣 府 （ 防 災 担 当 ） 作 成 資 料 （ 被 害

想 定 結 果 に つ い て・平 成 17年 2月 公 表 ）に 用 い ら れ て い る 想 定 地 震（ 伊

勢 原 断 層 帯 地 震 M7.0、 神 縄 ・ 国 府 津 -松 田 断 層 帯 地 震 M7.5） を 考 慮 し

て こ こ で は M8.0と し た 。  
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表・5-1-9 細粒分含有率の試験結果一覧表 

（対象：沖積第 1 砂礫層 Ag1・沖積砂質土層 As） 細粒分含有率 

 

Ag1  地層区分  As Ａs  As  As  As 
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＊ 内 閣 府 （ 防 災 担 当 ） 作 成 資 料 ： 被 害 想 定 結 果 に つ い て (平 成 17年 2

月 公 表 ) 
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表 ・ 5-1-10 液 状 化 の 判 定 結 果  

地 点  

番 号  

深 度  

（ ｍ ）  
地 層  

Ｎ 値

（ 回 ）

細 粒 分

（ ％ ）

Ｆ Ｌ 値  

150gal 200gal 350gal 

No.1 
3.15～

3.45 

沖 積 第 1

砂 礫 層  
21 6.0 7.311 5.483 3.133 

 

 

 

 

図・5-1-8 No.1 地点の液状化判定結果図 



 

 67

計算式
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５－２ 岡本出張所 

 

5-2-1 調査地周辺の地形・地質の検討 

調査地は南足柄市岩原字吹場 1025 番地 5 に位置している。足柄平野の西側に

分布する軽石流台地に位置し、緩やかに傾斜する地形を示す所である。周辺は

畑地及び住宅地からなる所である。 

 

（１） 地形特性  

①調査地の地形区分は洪積台地であり、緩やかに傾斜する地形を示す所

である。 

②調査地点は台地に位置し、西側に標高が高くなっている。地形的には

ほぼ平坦である。 

 

（２） 地質特性  

①調査地の洪積台地に位置することから、関東ローム層が厚く分布るす

る所である。 

②盛土層の下位にはローム層が今回調査で層厚 18.55ｍ確認された。 

③ローム層は厚く分布し下位には、既存調査の資料によると洪積砂質土

層が確認されている。 

④ローム層は層中に浮石、スコリアが混入し、平均Ｎ値 13.6 を示す比較

的硬い土質からなる。 
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5-2-2 地質調査結果に基づく土質定数の設定の考察 

  本章では、今回調査で確認された地層について設計Ｎ値、単位体積重量（γt）、

粘着力（Ｃ）、内部摩擦角（φ）、変形係数（Ｅ）の提案を行う。  

（１） 土質定数値一覧 

土質定数の検討結果は表・5-2-1に示す。検討方法及び条件は後で述べる。 

表･5-2-1 土質定数値一覧 

地層名 
地層 

記号 

設計 

Ｎ値 

単位 

体積重量 

γt 

(kN/m3) 

せん断定数 
変形係数 

Ｅ 

(kN/m2) 
粘着力 

Ｃ(kN/m2)

内部摩擦角 

φ(°) 

盛土層 Ｂ － 16 － － － 

ローム層 Ｌｍ 4 
12.9 

（試験値）

66.9 

（試験値）

17 

（試験値） 
2800 

＊設計Ｎ値は、表・5-2-2の代表値を採用する。 
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（２） 提案方法 

 

  １）代表Ｎ値 

 代表Ｎ値は、原則として各地層の平均Ｎ値を用いる。地層ごとに検討し定め

ることとする。 

   設計Ｎ値は表･5-2-2を基に決定した。 

 

表･5-2-2 各地層の代表Ｎ値 

地層名 地層記号 代表Ｎ値 

盛土層 Ｂ － 

ローム層 Ｌｍ 
4 

（上部平均値） 

＊ローム層にＮ値は上部深度 2～5ｍ付近までの平均値を採用した。 

 

２）粘着力(Ｃ) 

 粘着力については、室内土質試験を実施している地層については、試験値を

考慮して提案する。 

 土質試験の一軸圧縮強度（ｑｕ）は、Ｃ＝1／2ｑｕの関係式から求める。沖

積層については、テルツアギー・ペックの式 5-2-1 の推定式があり、また洪積

層については、図・5-2-1 に示す竹中・西垣および奥村の関係による式 5-1-2

が提案されている。 

 今 回 は 式 5- 2 - 1 を 採 用 し た 。  
 
 

qu＝12.5・Ｎ kN/㎡ ………………… (式 5-2-1) 

qu＝25.0・Ｎ kN/㎡ ………………… (式 5-2-2)  Ｎ値＞４回 

Ｃ ＝ 1/ 2 q u      ………………… (式 5-2-3) 
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図・5-2-1 ｑｕとＮ値との関係 

(奥村樹郎：港湾構造物の設計のおけるＮ値の考え方と利用法、基礎工 Vol10.1982) 

 

 

 

  ３）内部摩擦角(φ) 

 粗粒土層の内部摩擦角は、代表Ｎ値から推定した。 

 Ｎ値から内部摩擦角を推定する方法は、多数の研究があるが、今回は図・

5-2-2 に示す大崎の提案式である式 5-2-4 を用いる。 

 

       1520N φ   ……………… ………  (式 5-2-4) 

 

粘性土については、安全側を考慮して無視(φ=0°)する。 
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図 ・ 5- 2 - 2  砂 の 内 部 摩 擦 角 φ と Ｎ 値 と の 関 係  



 

 73

 

  ４)単位体積重量(γｔ) 

 土の単位体積重量は、表 5-2-3 を考慮して推定する。 
 

 
表 5-2-3 土質状態における単位体積重量の概略値 

種  類 状    態 単位体積重量 

(ｋＮ/ｍ３) 

盛

土 

礫および礫まじり砂 締固めたもの 20 

 

砂 

 

締固めたもの

粒度の良いもの 20 

粒度の悪いもの 19 

砂 質 土 締固めたもの 19 

粘 性 土 締固めたもの 18 

関東ローム 締固めたもの 14 

自

然 

地

盤 

礫 

密実なものまたは粒度の 

良いもの 
20 

密実でないものまたは粒度の 

悪いもの 
18 

 

礫まじり砂 

密実なもの 21 

密実でないもの 19 

 

砂 

密実なものまたは粒度の 

良いもの 
20 

密実でないものまたは粒度の 

悪いもの 
18 

 

砂 質 土 

密実なもの 19 

密実でないもの 17 

 

粘 性 土 

固いもの(Ｎ＝8～15 回) 18 

やや軟らかいもの(Ｎ＝4～8 回) 17 

軟らかいもの(Ｎ＝2～4 回) 16 

 

粘土およびシルト 

固いもの(Ｎ＝8～15 回) 17 

やや軟らかいもの(Ｎ＝4～8 回) 16 

軟らかいもの(Ｎ＝2～4 回) 14 

関東ローム  14 

〔引用文献：設計要領 第一集,日本道路公団，一部加筆〕 
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 ５)変形係数(Ｅ) 

 変形係数は、孔内水平載荷試験の試験値を用いる。試験の実施していない所

は、図 5-2-3 より 

Ｅ＝700Ｎ kN/㎡  （Ｅ≒7Ｎ kgf/cm２ ）……………… ………  (式 5-2-5) 

を用いて推定する。 

 

 

図 5-2-3 孔内載荷試験より得られた変形係数とＮ値との関係 

（土谷 尚・豊岡義則：SPT のＮ値とプレシオメータの測定値の関係 1980） 
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 （３） 提案 

 

  １） 沖積層 

    ① 盛土層（Ｂ） 

      γt＝16ｋＮ／㎥（表･5-2-3より） 

      その他の定数は、土質が不均質であることから設定していない。 

 

 

    ② 沖積第１粘性土層（Ａｃ） 

       Ｎ＝4（表・5-2-2より） 

      γt＝12.9ｋＮ／㎥（土質試験値） 

      Ｃ ＝66.9ｋＮ/ｍ₂ （土質試験値） 

      φ ＝17°（土質試験値） 

Ｅ＝2800ｋＮ/ｍ₂ （式5-2-5より） 
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5-2-3 地 盤 の 工 学 的 性 質 の 検 討 と 支 持 地 盤 の 設 定 の 考 察  

 

（１）地盤の工学的性質の検討 

調査地に分布する地層は表・5-2-4 に示す。 

表･5-2-4 調査地の分布地層と分布深度・代表Ｎ値 

地層名 
地層記

号 
分布深度（標高） 代表Ｎ値 

盛土層 Ｂ H=51.49ｍ － 

ローム層 Ｌｍ H=49.59ｍ 
4 

（上部平均値） 

 

 各地層の工学的特性を述べると次のようになる。 

 

① 盛土層（B） 

本層は最上部に分布する地層で、礫混り粘性土からなる。層中には礫が混入す

るのが特徴である。Ｎ値は 11.0 を示し、不安定な地盤からなる。 

 

② ローム層（Lm） 

本層は層厚 18.55ｍで分布する洪積のローム層である。Ｎ値は 2.0～26.0 を示

している。土質はローム、砂質ロームからなる。全体に硬く安定した地盤からな

る。最上部は地表水の影響によりやや含水が多く軟らかく、Ｎ値 2.0 を示す。こ

れ以深はＮ値 7.0 以上の土質からなる。 

強度的には深度 GL-2.50～3.30ｍ間で実施した土質試験結果の粘着力がＣ＝

66.9ｋＮ/㎡を示し、せん断抵抗角がφ＝17.0°からなり、比較的高い強度を示す

地盤である。概算長期支持力としてはｑａ＝200ｋＮ/㎡以上が期待できる地盤で

ある。 
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（２）支持地盤の設定の考察 

支持地盤（支持層）としての条件は、支持力が十分に見込めることはもちろん

であるが、計画建物の規模･形式等によっても変化する。支持力から判断すると、

Ｎ値の大きな地盤が第一の支持地盤の候補といえる。 

一般にＮ値による支持層の目安は、砂質土の場合Ｎ値 30 以上となる。粘性土の

場合はＮ値 20 以上となる。 

以下、計画建物（ＲＣ造 2 階あるいは鉄骨造 2 階）の支持地盤について検討す

る。 

          表・5-2-5 支持層の目安 

 

土層の土質分類 

 

支持層として良質 

 

支持層として堅固 

 

砂質土 

 

30＜N＜50 

 

N≧50 

 

粘性土 

 

20＜N＜30 

 

N≧30 

 

調査地では推定地層断面図に示すように、支持地盤の検討対象になる地層は、

下記に示す地層である。 

・ローム層（Ｌｍ） 

ローム層はＮ値 2.0～26.0（平均値 13.6）を示す安定した硬い地盤である。最

上部のＮ値 2.0 以外はＮ値 7.0 以上を示している。土質試験による強度定数は粘

着力がＣ＝66.9ｋＮ/㎡を示し、せん断抵抗角がφ＝17.0°からなる。計画建物規

模から判断して、ローム層は支持地盤として適していると判断される。 

 

5-2-4 調 査 結 果 に 基 づ く 基 礎 形 式 の 考 察  

 一 般 に 、基 礎 は 支 持 形 式 に よ っ て 図・5-2-4の よ う に 分 類 さ れ 、基

礎 ス ラ ブ か ら の 荷 重 を 直 接 基 礎 地 盤 に 伝 え る 直 接 基 礎 と 、 杭 を 介 し

て 基 礎 地 盤 に 伝 え る 杭 基 礎 と が あ る 。  

杭 基 礎 は 、杭 材 、設 置 方 法 及 び 工 法 に よ っ て 図・5-2-5の よ う に 分

類 さ れ て い る 。 ま た 、 基 礎 構 造 計 画 の 目 的 は 、 基 礎 形 式 と 支 持 地 盤

を 選 定 す る こ と で あ る 。 建 築 用 途 に 対 し て は 、 性 能 ・ 経 済 性 ・ 美 し

さ の バ ラ ン ス を 図 る こ と が 重 要 で あ り 、 基 礎 構 造 の 適 用 性 を 比 較 検

討 す る 中 で 、 図 ・ 5-2-6に 示 す 費 用 対 効 果 の 検 討 が 必 要 と な る 。  

 今 回 計 画 し て い る 建 設 予 定 建 物 は 、 下 記 に 示 す と お り で あ る 。  
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  消 防 庁 舎 ：  Ｒ Ｃ 造 2階 あ る い は 鉄 骨 造 2階  

  基 礎 形 式 は 、直 接 基 礎 と 杭 基 礎 に 大 き く 分 類 さ れ る 。調 査 地 の 支

持 地 盤 は ロ ー ム 層 が 有 力 と な る 。  

  ロ ー ム 層 は GL-1.90ｍ 以 深 に 分 布 す る 。 深 度 的 に は 直 接 基 礎 が 適

し い る 。支 持 力 的 に 沈 下 の 問 題 が な い 場 合 に は 、経 済 性 及 び 施 工 性

に 優 れ た 直 接 基 礎 が 適 し て い る と 判 断 さ れ る 。  

また、ローム層の圧密降伏応力は、特殊な土粒子の骨格構造により高い値を

示し、沈下に対する問題の少ない土質である。 

 

 

 

図・5-2-4 支持形式による分類 

 

 

図・5-2-5 杭材・設置方法・工法による分類 
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図・5-2-6 費用対効果の検討組合せ 

（図・5-2-4～6 文献資料 大杉文哉：建築設計事務所から見た基礎の計画 と

選定、基礎工、2002.No7） 

 

5-2-5 消防署建設に伴う設計・施工上の留意点の検討 

（１）土層構成及び支持層の確認 

土層構成は上部より GL-1.90～20.45ｍまでローム層が分布する。層厚 18.55ｍ

を示し、平均Ｎ値が 13.6 からなる安定した地盤で支持層として適している。 

（ ２ ） ロ ー ム 層 の 許 容 応 力 度  

 土質試験結果より求められた、粘着力の強度を用いて国土交通省告示1113号

（平成13年7月））より式・5-1-7を用いて概算の地盤の許容応力度を求めると

下記のようになる。 

  ＜支持力計算式＞ 

 
    1 
 ｑa＝  (ｉc･α･Ｃ･Ｎc＋ｉγ･β･γ１･Ｂ･Ｎγ＋ｉq･γ２･Ｄf･Ｎq) 
    3 
 

                      ・・・・式・5-1-7 

  記 号  ｑa ： 地盤の許容応力度（kＮ／㎡） 

  Ｎc,Ｎγ,Ｎq ： 地盤内部の摩擦角に応じた支持力係数（表･5-2-6） 

       Ｃ ： 基礎荷重下にある地盤の粘着力（kＮ／㎡） 

      γ1 ： 基礎荷重面下にある地盤の単位体積重量（kＮ／ｍ３） 

      γ2 ： 基礎荷重面より上方にある地盤の平均単位体積重量 
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           （kＮ／ｍ３） 

      α,β： 基礎荷重面の形状に応じた係数（表･5-2-7） 

   ic ,iγ,iｑ： 基礎に作用する荷重の鉛直方向に対する傾斜角に応 

          じた数値 

       Ｂ ： 基礎荷重面の短辺または短径（ｍ） 

      Ｄf ： 基礎の近接した最低地盤面までの深さ（ｍ) 

 

表･5-2-6 支持力係数 

φ Ｎc Ｎγ Ｎq 

 0゜ 5.1 0.0 1.0 

 5゜ 6.5 0.1 1.6 

10゜ 8.3 0.4 2.5 

15゜ 11.0 1.1 3.9 

20゜ 14.8 2.9 6.4 

25゜ 20.7 6.8 10.7 

28゜ 25.8 11.2 14.7 

30゜ 30.1 15.7 18.4 

32゜ 35.5 22.0 23.2 

34゜ 42.2 31.1 29.4 

36゜ 50.6 44.4 37.8 

38゜ 61.4 64.1 48.9 

40ﾟ以上 75.3 93.7 64.2 

 

表･5-2-7 形状係数 

基礎底面 

の形状 円形 円形以外の形状 

α 1.2 
          Ｂ 
 1.0＋0.2     
     Ｌ 

β 0.3 
     Ｂ 
 0.5－0.2   
     Ｌ 
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 ＜算定条件＞ 

Ｎc ： 支持力係数 

              ＊内部摩擦角はφ＝17°とする。 

  ＊φ＝17°してＮｃ＝12.5となる。 

Ｃ： 支持地盤の粘着力（kＮ／㎡） 

          ＊Ｃ＝66.9ｋＮ/㎡ 

α ：α＝1.0とする 

     ｉ c ： ｉ ｃ ＝ 1.0と す る  

  ＊計算式の第2項及び第3項は、無視する。 

 

 沖積第1粘性土層の許容応力度  

 
  1            1 

ｑa＝  (ｉc・α・Ｃ･Ｎc) ＝  (1.0×1.0×66.9×12.5)＝278.7（kN／㎡） 
  3            3 
 

関東ローム層の土質試験値の上限は原則としてｑａ＝12 0  kＮ ／ ㎡ と す る 。  

（ 神 奈 川 県 構 造 関 連 取 扱 い 基 準 集 ,2 0 0 4年 ）  
 

以上の様に、ローム層の土質試験結果による許容応力度はｑａ＝278.7ｋN／

㎡を示す結果となる。なお、設計荷重は土質試験の上限値120ｋＮ/㎡を考慮し

て設定することが必要である。 
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§６  巻 末 資 料  

 （ １ ）  ボ ー リ ン グ 柱 状 図  

 （ ２ ）  現 場 透 水 試 験 結 果  

 （ ３ ）  土 質 試 験 結 果  

 （ ４ ）  液 状 化 検 討 結 果  

 （ ５ ）  調 査 現 場 写 真  

 （ ６ ）  土 質 試 験 写 真  
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ボーリング柱状図

調 査 名 小 田 原 市 消 防 庁 舎 再 整 備 事 業 に 係 る 地 質 調 査 業 務
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ボーリング名 N o . 2 （ 仮 称 ） 豊 川 出 張 所 調査位置 神 奈 川 県 小 田 原 市 成 田 地 内 北 緯 3 5 ° 1 7 ’ 3 2 . 5 ”

東 経 1 3 9 ° 9 ’ 4 0 . 3 ”発 注 機 関 小 田 原 市 建 設 部 建 築 課 調査期間 平成 29年 10月 6日 ～ 29年 10月 12日
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国 際 航 業 株 式 会 社
電話 ( 0 4 2 - 3 0 7 - 7 6 9 9 )

主任技師 北 沢 聡 宏
現 場
代 理 人

横 田 　 篤
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ボーリング柱状図
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内
試
験

(

 
 
 

)

湿潤密
度試験
・三軸
圧縮試
験uu法

掘

進

月

日

9

28

9

29





ボーリング孔を利用した透水試験（非定常法）

調査件名：

地点番号：No.1(仮称）豊川出張所 試験者： 木本　茂

試　験　方　法 注水法 晴れ

試験区間　m 5

測定パイプの内径 d cm

logs～t曲線の 1.303.E-02 玉石混り砂礫

直線部の勾配　m　s-1

地下水位との

経過時間t 孔内水位ｈ 水位差s0

s cm cm
0 -20 305

30 161 124
60 201 84

120 242 43
180 255 30
240 262 23
300 266 19
360 270 15
420 274 11
480 276 9
540 278 7
600 279 6
900 283 2

1200 284 1
1500 285 0
1800 285 0

翌朝水位 285

特記事項 ・地下水位h0,孔内水位hの基準点は地表面とした。

・地下水位h0は，翌朝の孔内水位hとした。

mの算定式
m＝ log(Ｓ1/Ｓ2） ＝ log( 305 - 124 ) = 1.303.E-02

ｔ2-ｔ1 30 - 0

計算式

k = 0.66×d
2
log(2L/D) ・m　　　＝ 0.66× 7.7

2
log(2×50 / 5.0 )　・ 1.303.E-02

L 50
ｋ＝ 1.33.E-02 cm/s

透水係数　k cm/s 1.33.E-02 対象土層

帯水層区分 不圧 被圧

4.00～4.50 試験区間の長さＬcm 50 試験区間の

7.7 地下水位　h0　cm 285.0 直径　D cm

小田原市消防庁舎再整備事業に係る地質調査業務 試験年月日：平成29年10月4日

地点標高： H=18.47m

揚水法 試験開始時間 14:00 天　候
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小田原市消防庁舎再整備事業に係る地質調査業務 2017年11月2日

中島　隆志

No.2(仮称)
豊川出張所

(6.40～7.00m)

1.729

1.161

2.732

48.9

1.353

98.7

段階載荷

0.444

409.8

UU三軸

77.2

9.86

調査件名 整理年月日

整理担当者

土質試験結 果一覧表（基礎地盤）

一

般

粒

度

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

分

類

圧

密

一

軸

圧

縮

せ

ん

断

試    料    番    号

（ 深          さ ）

特記事項 1）石分を除いた75mm未満の土質材料
   に対する百分率で表す。

［ 1kN/㎡≒0.0102kgf/c㎡ ］

湿

乾

自

間

飽

石

礫

砂

ｼ

粘

最

均

液

塑

塑

地

分

分

潤

燥

大

等

性

性

性

類

分

分

分

含

隙

和

材

類

密

密

粒

係

限

限

指

記

度

度

比

比

度

径

数

界

界

数

の

名

号

ρ

ρ

ρ

ｗ

e

Ｓ

Ｕ

ｗ

ｗ

Ｉ

t

d

s

n

r

c

L

p

p

ﾙ ﾄ分

土分

1)

1)

1)

1)

(

(

(

(

(

75mm以上 )

2～75mm )

0.075～2mm)

0.005㎜未満 )

0.005 0̃.075㎜)

％

％

％

％

％

mm

土粒子の密度

然 水

盤 料

g

g

g

/

/

/

c

c

c

m

m

m

3

3

3

％

％

％

％

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一軸圧縮強さ

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

Ｃ

p

q

c

c

u

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2

ｃ

φ

ｃ

φ

'

'

°

°



小田原市消防庁舎再整備事業に係る地質調査業務 2017年10月23日

大竹　伸一

No.2(仮称) 豊川出張所 (6.40～7.00m)

247

158.034

19.8

0.99824

151.032

247

106.220

 95.209

 11.011

2.742

248

156.258

19.8

0.99824

149.349

248

109.567

 98.650

 10.917

2.719

249

156.898

19.8

0.99824

148.777

249

107.882

 95.093

 12.789

2.735

2.732

調査件名 試験年月日

試　験　者

ＪＩＳ Ａ １２０２

ＪＧＳ ０１１１ 土 粒 子 の 密 度 試 験（測定）

試 料 番 号（ ）深 さ

ピ ク ノ メ ー タ ー Ｎo.

（試料＋蒸留水＋ピクノメーター)質量 m b

m bをはかったときの内容物の温度 Ｔ ℃

Ｔ℃における蒸留水の密度ρｗ（Ｔ）g/cｍ3

温度Ｔ℃の蒸留水を満たしたときの
（蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a

1)

g

g

g

g

g

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 Ｎo.

（炉乾燥試料＋容器)質量

容 器 質 量

mmm s

土 粒 子 の 密 度

平 均 値

ρs

ρs

g/cｍ3

g/cｍ3

試 料 番 号（ ）深 さ

ピ ク ノ メ ー タ ー Ｎo.

（試料＋蒸留水＋ピクノメーター)質量 m b

m bをはかったときの内容物の温度 Ｔ ℃

Ｔ℃における蒸留水の密度ρｗ（Ｔ）g/cｍ3

温度Ｔ℃の蒸留水を満たしたときの
（蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a

1)

g

g

g

g

g

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 Ｎo.

（炉乾燥試料＋容器)質量

容 器 質 量

mmm s

土 粒 子 の 密 度

平 均 値

ρs

ρs

g/cｍ3

g/cｍ3

試 料 番 号（ ）深 さ

ピ ク ノ メ ー タ ー Ｎo.

（試料＋蒸留水＋ピクノメーター)質量 m b

m bをはかったときの内容物の温度 Ｔ ℃

Ｔ℃における蒸留水の密度ρｗ（Ｔ）g/cｍ3

温度Ｔ℃の蒸留水を満たしたときの
（蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a

1)

g

g

g

g

g

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 Ｎo.

（炉乾燥試料＋容器)質量

容 器 質 量

mmm s

土 粒 子 の 密 度

平 均 値

ρs

ρs

g/cｍ3

g/cｍ3

1) ピクノメーターの検定結果から求める。

ρs ＝ ――――――――-× ρｗ（   ）Ｔ
m s

m s m a m b＋（ － ）

特記事項



小田原市消防庁舎再整備事業に係る地質調査業務 2017年10月19日

近藤　三明No.2(仮称) 豊川出張所 (6.40～7.00m)

1

125.31 

3.43 

3.43 

3.44 

3.44 

3.43 

3.43 

3.43 

8.00 

8.00 

8.00 

73.92 

51

125.31 

82.54 

0.00 

51.8  

51.8  

1.695

1.117

1.446

97.9  

2

122.53 

3.40 

3.40 

3.41 

3.41 

3.41 

3.41 

3.41 

7.96 

7.96 

7.96 

72.70 

52

122.53 

79.09 

0.00 

54.9  

54.9  

1.685

1.088

1.511

99.3  

3

132.07 

3.46 

3.46 

3.48 

3.48 

3.47 

3.47 

3.47 

8.00 

8.00 

8.00 

75.66 

53

132.07 

90.97 

0.00 

45.2  

45.2  

1.746

1.202

1.273

97.0  

4

132.33 

3.44 

3.44 

3.45 

3.45 

3.44 

3.44 

3.44 

7.96 

7.96 

7.96 

73.98 

54

132.33 

92.18 

0.00 

43.6  

43.6  

1.789

1.246

1.193

99.8  

2.732

1.356 98.5  

48.9  1.729

1.163

調査件名 試験年月日

試　験　者

ＪＩＳ Ａ １２２５

ＪＧＳ ０１９１ 土 の 湿 潤 密 度 試 験（ノギス法）

供

試

体

体

積

含

水

比

直

径

高

さ

試料番号 (深さ)

供 試 体 Ｎo.

供 試 体の 質量 m g

cｍ

cｍ

cｍ

cｍ

cｍ

cｍ

上 部

中 部

下 部

平 均 値 Ｄ

平 均 値 Ｈ

体 積Ｖ＝（πＤ2/4）Ｈ cｍ3

容 器 Ｎo.

m

m

m

a

b

c

ｗ

g

g

g

％

容 器 Ｎo.

m

m

m

a

b

c

ｗ

g

g

g

％

平 均 値 ｗ ％

g/cｍ3

g/cｍ3

g/cｍ3

g/cｍ3

湿潤密度ρ

ρ

t＝

＝

＝

＝

m /Ｖ

乾燥密度 d ρt/（1＋ｗ/100）

間 隙 比 e （ρs/ρd ）－1

飽 和 度 ％S r ｗρs/（eρｗ）

土粒子の密度

平 均 値

ρ

ρ

s

d

平 均 値

平 均 値

ｗ ％

e

平均値

平均値

ρt g/cｍ3

S r ％

特記事項



ＪＩＳ Ａ １２１７

ＪＩＳ Ａ １２２７ 土の段階載荷による圧密試験 （計算書）

調査件名 試験年月日

試料番号(深さ) 試  験  者

試 験 機 №

最低～最高室温 ℃

土 質 名 称

土粒子の密度ρs g cm/ 3

液 性 限 界 w L ％

塑 性 限 界 wP ％

供

試

体

直  径

断 面 積

高  さ

質  量

炉乾燥質量

実質高さ

Ｄ

Ａ

Ｈ

ｍ

ｍ

Ｈ

o

o

s

s

cm

cm2

cm

g

g

cm

初

期

状

態

含水比 ％

間隙比  ,体積比

湿潤密度

飽和度 ％

圧 縮 指 数

圧密降伏応力 kN/m2

w

e 

ρt g cm/ 3

S

C

P

o

o o

ro

c

c

載荷

段階

圧密圧力 圧力増分 圧 密 量 供試体高さ 平均供試体高さ 圧 縮 ひ ず み 体積圧縮係数 間隙比

体積比

=

=

P P m e



⊿ ⊿Ｈ Ｈ Ｈ H/H -1

H/HH/H

 s

skN/m2 kN/m2 cm cm cm m2  ε=⊿⊿ ×100% /kN

 0 

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

載荷

段階

平均圧密圧力p t t c

r c rc

 



圧密係数 透水係数 一次圧密量⊿ 一 次 圧 密 比 補正圧密係数 透水係数

 

90 50,

kN/m2 m ni cm m cm cm m2 2/d /s /d /s＝ ＝

Ｈ

H H

1

1⊿ ⊿/
 0 

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 
特記事項 Ｈ A

Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ

Ｈ Ｈ ＨＨ

・m pp √ ps s ρs 

/( )＝ ＝

-⊿ √t t

t

c 90

50

2

2

305×法： /

/

＝ ＝

(＝ ＋  )/2 曲線定規法： 70.9×c＝

m  (⊿ε/100)/⊿ρ＝ ＝


c m  γ w /(8.64×10 )6

c m


   γ w /(8.64×10 )6＝ ＝S ero o ow ρ ρ
s w/( )

ただし, γ w ≒ 9.81 kN/m23

[ 1kN/m ≒0.0102kgf/cm ]  2 2

小田原市消防庁舎再整備事業に係る地質調査業務 2017年10月20日

No.2(仮称)豊川出張所  (6.40～7.00m) 福田 圭一

22～22

2.732

6.000

28.27

2.000

98.80

66.65

0.8628

48.2

1.318

1.747

100.0

0.444

409.8

0.0 2.0000 1.318

19.6 0.0148 1.9926 0.745 3.80E-04

19.6 1.9852 1.301

19.6 0.0151 1.9776 0.764 3.90E-04

39.2 1.9701 1.283

39.2 0.0222 1.9590 1.133 2.89E-04

78.5 1.9479 1.258

78.5 0.0323 1.9317 1.672 2.13E-04

156.9 1.9156 1.220

156.9 0.0510 1.8901 2.698 1.72E-04

313.8 1.8646 1.161

313.8 0.0815 1.8238 4.469 1.42E-04

627.6 1.7831 1.067

627.6 0.1039 1.7311 6.002 9.57E-05

1255.3 1.6792 0.946

1255.3 0.1152 1.6216 7.104 5.66E-05

2510.5 1.5640 0.813

-2490.9 -0.0990 1.6135 -6.136 2.46E-05

19.6 1.6630 0.927

9.8 1.72 702 3.03E-09 0.0068 0.459 322 1.39E-09

27.7 2.04 585 2.59E-09 0.0053 0.353 207 9.15E-10

55.5 2.87 408 1.34E-09 0.0105 0.471 192 6.31E-10

110.9 3.34 341 8.26E-10 0.0179 0.553 189 4.57E-10

221.9 4.48 243 4.76E-10 0.0262 0.513 125 2.44E-10

443.8 6.12 166 2.68E-10 0.0457 0.560 93.0 1.50E-10

887.6 7.00 131 1.42E-10 0.0596 0.573 74.9 8.14E-11

1775.2 5.57 144 9.25E-11 0.0751 0.652 93.8 6.03E-11



ＪＩＳ Ａ １２１７

ＪＩＳ Ａ １２２７

ＪＧＳ   ０４１１

ＪＧＳ   ０４１２
土 の

段 階 載 荷
定 ひ ず み 速 度 載 荷

による圧密試験 （圧縮曲線）

調査件名 試験年月日

試料番号(深さ) 試  験  者

土粒子の密度 液 性 限 界 塑 性 限 界 初 期 含 水 比 初期間隙比

初期体積比

圧 縮 指 数 圧密降伏応力 ひずみ速度

ρs g cm/ 3 w L％ wP ％ w o ％

e o

 o Cc pc kN/m2 ％/min

1)

圧密圧力 p (     )kN/m2

特記事項 1)定ひずみ速度載荷による圧密試験の時のみ記入する。

間
隙
比

e
,
体
積
比



[ 1kN/m ≒0.0102kgf/cm ]  2 2

小田原市消防庁舎再整備事業に係る地質調査業務 2017年10月20日

No.2(仮称)豊川出張所  (6.40～7.00m) 福田 圭一

2.732 48.2 1.318 0.444 409.8

1.60

1.50

1.40

1.30

1.20

1.10

1.00

0.90

0.80

0.70

5 1010 100 1000

 Pc=409.8(kN/㎡) 

  =1.318 0e



ＪＩＳ Ａ １２１７

ＪＩＳ Ａ １２２７

ＪＧＳ   ０４１１

ＪＧＳ   ０４１２
土 の

段 階 載 荷
定 ひ ず み 速 度 載 荷

による圧密試験（ , 関係）m,c p －

調査件名 試験年月日

試料番号(深さ) 試  験  者

● 

○ 





c c

m

,

平均圧密圧力 p (     )kN/m2

特記事項

圧
 
密

 
係

 
数

c 
,
c



(
c
㎡

/
d
)

体
 
積

 
圧

 
縮

 
係

 
数

m

(
㎡

/
k
N
)

[ 1kN/m ≒0.0102kgf/cm ]  2 2

小田原市消防庁舎再整備事業に係る地質調査業務 2017年10月20日

No.2(仮称)豊川出張所  (6.40～7.00m) 福田 圭一

5 1010 100 1000

 Pc=409.8(kN/㎡) 

410

310

210

110

10 -2 

10 -3 

10 -4 

10 -5 



   
JGS 0520土の三軸試験の供試体作製・設置

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

供試体を用いる試験の基準番号と名称

試 料 の 状 態 1)

供 試 体 の 作 製 2)

土 質 名 称

土 粒 子 の 密 度 ρs
3) g/cm3

4)

4)

供 試 体 No.

初

期

状

態

直 径 cm

平 均 直 径 Di cm

高 さ cm

平 均 高 さ Hi cm

体 積 Vi cm3

含 水 比 wi ％

質 量 mi g

湿 潤 密 度 ρti
3) g/cm3

乾 燥 密 度 ρdi
3) g/cm3

間 隙 比 ei 3)

飽 和 度 Sri3) ％

相 対 密 度 Dri3) ％

設

置

・

飽

和

過

程

軸変位量の測定方法

設置時の軸変位量 cm

飽和過程の軸変位量 cm

軸 変 位 量 ΔHi5) cm

体積変化量の測定方法

設置時の体積変化量 cm3

飽和過程の体積変化量 cm3

体 積 変 化 量 ΔVi5) cm3

圧
密
前
（
試
験
前
）

高 さ H0 cm

直 径 D0 cm

体 積 V0 cm3

乾 燥 密 度 ρd03) g/cm3

間 隙 比 e0 3)

相 対 密 度 Dr03) ％

炉

乾

燥

後

容 器 No.

（炉乾燥供試体＋容器）質量 g

容 器 質 量 g

炉 乾 燥 質 量 ms g

特記事項 1) 試料の採取方法，試料の状態（塊状，凍結，ときほぐされた）等を記載する。

2) トリミング法，負圧法の種別，凍結試料の場合は解凍方法等を記載する。

3) 必要に応じて記載する。

4) 必要に応じて粘性土の場合は液性限界，塑性限界，砂質土の場合は最小乾燥密度，

   最大乾燥密度等を記載する。

5) 設置時の変化と飽和過程およびB値測定過程での変化を合わせる。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

小田原市消防庁舎再整備事業に係る地質調査業務  2017年 10月 19日

No.2(仮称)豊川出張所 (6.40～7.00m) 近藤　三明

JGS 0521 土の非圧密非排水(UU)三軸圧縮試験

乱さない

トリミング法

2.732

液性限界 WL %

塑性限界 WP %

1

3.43

3.44

3.43

3.43

8.00

8.00

73.92

51.8

125.31

1.695

1.117

1.446

97.9

8.00

3.43

73.92

1.117

1.446

51

182.54

100.00

82.54

2

3.40

3.41

3.41

3.41

7.96

7.96

72.70

54.9

122.53

1.685

1.088

1.511

99.3

7.96

3.41

72.70

1.088

1.511

52

179.09

100.00

79.09

3

3.46

3.48

3.47

3.47

8.00

8.00

75.66

45.2

132.07

1.746

1.202

1.273

97.0

8.00

3.47

75.66

1.202

1.273

53

190.97

100.00

90.97

4

3.44

3.45

3.44

3.44

7.96

7.96

73.98

43.6

132.33

1.789

1.246

1.193

99.8

7.96

3.44

73.98

1.246

1.193

54

192.18

100.00

92.18



   
JGS 0521土の三軸圧縮試験［UU］ （応力－ひずみ曲線）

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称
1)

1)

ひずみ速度 ％/min

特記事項 1) 必要に応じて粘性土
   の場合は液性限界，
   塑性限界，砂質土の
   場合は最小乾燥密度，
   最大乾燥密度等を記
   載する。

供 試 体 No.

セル圧・圧密応力

背 圧 u b

主

応

力

差

最

大

時

圧縮強さ (σa-σr)max

軸ひずみ εaf ％

CU

間隙水圧 u f

有効軸方向応力 σ′af

有効側方向応力 σ′rf

CD
体積ひずみ εvf ％

間 隙 比 ef

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2

供試体の破壊状況

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

小田原市消防庁舎再整備事業に係る地質調査業務  2017年 10月 19日

No.2(仮称)豊川出張所 (6.40～7.00m) 近藤　三明

液性限界 WL %

塑性限界 WP %

1.00

1

25.0

0.0

211.0

8.10

2

50.0

0.0

187.8

8.37

3

100.0

0.0

222.1

10.67

4

200.0

0.0

268.4

9.97

軸ひずみ εa （％）

主
応
力
差
（
σ
a
－
σ
r
）
(
k
N
/
m
2
)

0 2 4 6 8 10 12 14
0

100

200

300

400

500

600

700

(σa-σr) -εa 曲線

1

2

3

4



   
JGS 0521土の強度特性 土の三軸圧縮試験［UU］

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

強 度 定 数

応 力 範 囲

正 規 圧 密 領 域

過 圧 密 領 域

全 応 力

c φ ° tanφu u u

有 効 応 力

c′ φ′ °kN/m2 kN/m2

特記事項

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

小田原市消防庁舎再整備事業に係る地質調査業務  2017年 10月 19日

No.2(仮称)豊川出張所 (6.40～7.00m) 近藤　三明

77.2 9.86 0.174

σ (kN/m2）

τ
 
(
k
N
/
m
2
）

0 100 200 300 400 500 600 700
0

100

200

300

400

500

600

700

800

900



小田原市消防庁舎再整備事業に係る地質調査業務 2017年10月28日

中島　隆志

No.1
(仮称)豊川出張所
(3.15～3.45m)

0.0

33.4

60.6

6.0

19

6.91

細粒分まじり礫質

砂

(SG-F)

No.1
(仮称)豊川出張所
(8.15～8.45m)

0.0

0.0

17.9

82.1

0.425

---

砂質細粒土

(FS)

No.1
(仮称)豊川出張所
(9.15～9.45m)

0.0

0.0

25.9

74.1

0.425

---

砂質細粒土

(FS)

No.2
(仮称)豊川出張所
(7.15～7.45m)

0.0

0.2

52.3

47.5

4.75

---

細粒分質砂

(SF)

No.2
(仮称)豊川出張所
(8.15～8.45m)

0.0

0.0

16.2

83.8

0.425

---

砂質細粒土

(FS)

No.2
(仮称)豊川出張所
(9.15～9.45m)

0.0

0.0

24.1

75.9

2

---

砂質細粒土

(FS)

調査件名 整理年月日

整理担当者

土質試験結 果一覧表（基礎地盤）

一

般

粒

度

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

分

類

圧

密

一

軸

圧

縮

せ

ん

断

試    料    番    号

（ 深          さ ）

特記事項 1）石分を除いた75mm未満の土質材料
   に対する百分率で表す。

［ 1kN/㎡≒0.0102kgf/c㎡ ］

湿

乾

自

間

飽

石

礫

砂

ｼ

粘

最

均

液

塑

塑

地

分

分

潤

燥

大

等

性

性

性

類

分

分

分

含

隙

和

材

類

密

密

粒

係

限

限

指

記

度

度

比

比

度

径

数

界

界

数

の

名

号

ρ

ρ

ρ

ｗ

e

Ｓ

Ｕ

ｗ

ｗ

Ｉ

t

d

s

n

r

c

L

p

p

ﾙ ﾄ分

土分

1)

1)

1)

1)

(

(

(

(

(

75mm以上 )

2～75mm )

0.075～2mm)

0.005㎜未満 )

0.005 0̃.075㎜)

％

％

％

％

％

mm

土粒子の密度

然 水

盤 料

g

g

g

/

/

/

c

c

c

m

m

m

3

3

3

％

％

％

％

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一軸圧縮強さ

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

Ｃ

p

q

c

c

u

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2

ｃ

φ

ｃ

φ

'

'

°

°



小田原市消防庁舎再整備事業に係る地質調査業務 2017年10月27日

大竹　伸一

調査件名 試験年月日

試　験　者

ＪＩＳ Ａ １２０４

ＪＧＳ ０１３１ 土 の 粒 度 試 験（粒径加積曲線）

試料番号

(深  さ)

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒  径 ｍｍ 通過質量百分率%

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒  径 ｍｍ 通過質量百分率%

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

試   料   番   号

( 深         さ )

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2ｍｍふるい通過質量百分率

425μｍふるい通過質量百分率

75μｍふるい通過質量百分率

最 大 粒 径

60 ％ 粒 径

50 ％ 粒 径

30 ％ 粒 径

10 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

ｍｍ

ｍｍ

ｍｍ

ｍｍ

ｍｍ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｕ

Ｕ

ρ g/cm3

60

50

30

10

c

c

s

'

0.005 0.075 0.250 0.850 2 4.75 19 75

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

0.001 0.01 0.1 1.0 10 50 100

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

(
％

)
率

分
百

量
質

過
通

粒 径 (ｍｍ)

粒径加積曲線

No.1
(仮称)豊川出張所
(3.15～3.45m)

100  

 84.9

 76.5

 66.6

 59.2

 48.0

 25.9

  7.2

  6.0

No.1
(仮称)豊川出張所
(3.15～3.45m)

  0.0

 23.5

  9.9

  7.4

 33.3

 19.9

  6.0

 66.6

 48.0

  6.0

19

0.9443

0.4538

0.2759

0.1366

6.91

0.59

20    ％    粒    径 Ｄ 20    ｍｍ 0.2116

試料1

No.1
(仮称)豊川出張所
(8.15～8.45m)

100  

 99.8

 88.3

 82.1

No.1
(仮称)豊川出張所
(8.15～8.45m)

  0.0

  0.0

  0.0

  0.0

  0.2

 17.7

 82.1

100.0

100.0

 82.1

0.425

---

---

---

---

---

---

---

試料2



小田原市消防庁舎再整備事業に係る地質調査業務 2017年10月27日

大竹　伸一

調査件名 試験年月日

試　験　者

ＪＩＳ Ａ １２０４

ＪＧＳ ０１３１ 土 の 粒 度 試 験（粒径加積曲線）

試料番号

(深  さ)

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒  径 ｍｍ 通過質量百分率%

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒  径 ｍｍ 通過質量百分率%

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

試   料   番   号

( 深         さ )

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2ｍｍふるい通過質量百分率

425μｍふるい通過質量百分率

75μｍふるい通過質量百分率

最 大 粒 径

60 ％ 粒 径

50 ％ 粒 径

30 ％ 粒 径

10 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

ｍｍ

ｍｍ

ｍｍ

ｍｍ

ｍｍ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｕ

Ｕ

ρ g/cm3

60

50

30

10

c

c

s

'

0.005 0.075 0.250 0.850 2 4.75 19 75

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

0.001 0.01 0.1 1.0 10 50 100

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

(
％

)
率

分
百

量
質

過
通

粒 径 (ｍｍ)

粒径加積曲線

No.1
(仮称)豊川出張所
(9.15～9.45m)

100  

 99.8

 80.7

 74.1

No.1
(仮称)豊川出張所
(9.15～9.45m)

  0.0

  0.0

  0.0

  0.0

  0.2

 25.7

 74.1

100.0

100.0

 74.1

0.425

---

---

---

---

---

---

20    ％    粒    径 Ｄ 20    ｍｍ ---

試料1



小田原市消防庁舎再整備事業に係る地質調査業務 2017年10月27日

大竹　伸一

調査件名 試験年月日

試　験　者

ＪＩＳ Ａ １２０４

ＪＧＳ ０１３１ 土 の 粒 度 試 験（粒径加積曲線）

試料番号

(深  さ)

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒  径 ｍｍ 通過質量百分率%

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒  径 ｍｍ 通過質量百分率%

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

試   料   番   号

( 深         さ )

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2ｍｍふるい通過質量百分率

425μｍふるい通過質量百分率

75μｍふるい通過質量百分率

最 大 粒 径

60 ％ 粒 径

50 ％ 粒 径

30 ％ 粒 径

10 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

ｍｍ

ｍｍ

ｍｍ

ｍｍ

ｍｍ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｕ

Ｕ

ρ g/cm3

60

50

30

10

c

c

s

'

0.005 0.075 0.250 0.850 2 4.75 19 75

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

0.001 0.01 0.1 1.0 10 50 100

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

(
％

)
率

分
百

量
質

過
通

粒 径 (ｍｍ)

粒径加積曲線

No.2
(仮称)豊川出張所
(7.15～7.45m)

100  

 99.8

 99.6

 99.5

 98.0

 55.2

 47.5

No.2
(仮称)豊川出張所
(7.15～7.45m)

  0.0

  0.0

  0.2

  0.2

  1.6

 50.5

 47.5

 99.8

 99.5

 47.5

4.75

0.1172

0.0909

---

---

---

---

20    ％    粒    径 Ｄ 20    ｍｍ ---

試料1

No.2
(仮称)豊川出張所
(8.15～8.45m)

100  

 99.8

 89.4

 83.8

No.2
(仮称)豊川出張所
(8.15～8.45m)

  0.0

  0.0

  0.0

  0.0

  0.2

 16.0

 83.8

100.0

100.0

 83.8

0.425

---

---

---

---

---

---

---

試料2



小田原市消防庁舎再整備事業に係る地質調査業務 2017年10月27日

大竹　伸一

調査件名 試験年月日

試　験　者

ＪＩＳ Ａ １２０４

ＪＧＳ ０１３１ 土 の 粒 度 試 験（粒径加積曲線）

試料番号

(深  さ)

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒  径 ｍｍ 通過質量百分率%

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒  径 ｍｍ 通過質量百分率%

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

試   料   番   号

( 深         さ )

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2ｍｍふるい通過質量百分率

425μｍふるい通過質量百分率

75μｍふるい通過質量百分率

最 大 粒 径

60 ％ 粒 径

50 ％ 粒 径

30 ％ 粒 径

10 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

ｍｍ

ｍｍ

ｍｍ

ｍｍ

ｍｍ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｕ

Ｕ

ρ g/cm3

60

50

30

10

c

c

s

'

0.005 0.075 0.250 0.850 2 4.75 19 75

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

0.001 0.01 0.1 1.0 10 50 100

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

(
％

)
率

分
百

量
質

過
通

粒 径 (ｍｍ)

粒径加積曲線

No.2
(仮称)豊川出張所
(9.15～9.45m)

100  

 99.8

 99.6

 99.5

 85.1

 75.9

No.2
(仮称)豊川出張所
(9.15～9.45m)

  0.0

  0.0

  0.0

  0.2

  0.3

 23.6

 75.9

100.0

 99.6

 75.9

2

---

---

---

---

---

---

20    ％    粒    径 Ｄ 20    ｍｍ ---

試料1



小田原市消防庁舎再整備事業に係る地質調査業務 2017年10月27日

大竹　伸一

調査件名 試験年月日

試　験　者

ＪＧＳ ００５１ 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

試　料　番　号

（ 深　 　 さ ）

石 分 (75mm以上)

礫 分 (2～75mm)

砂 分 (0.075～2mm)

細 粒 分 (0.075mm未満)

シルト分 (0.005～0.075mm)

粘 土 分 (0.005mm未満)

最 大 粒 径 ｍｍ

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

％

％

％

％

％

％

％

％

Ｕ

ｗ

ｗ

Ｉ

c

L

p

p

礫
　
分
 (
2～

75
ｍ
ｍ
) 
(％

) 細
粒
分
 (0.075ｍ

ｍ
未
満
) (％

)

砂　分 (0.075～2ｍｍ) (％)

100
95

85

50

15

5
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

  
0

  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

三 角 座 標
100

50

15

0

  0

 50

 85

100

  
0

 1
5

 5
0

 8
5

10
0

1)
Ｆｍ

｛ＧＦ｝ ｛ＳＦ｝

｛Ｇ｝ ｛ＧＳ｝ ｛ＳＧ｝ ｛Ｓ｝

（ａ）中分類用三角座標

100
95

85

50

15

5
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

  
0

  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

(F)

(F-SG)

(FG-S) (FS-G)
(FSG)

(GFS) (SFG)

(GF-S) (SF-G)

(GS-F) (SG-F)(G-FS) (S-FG)

(G) (G-S) (GS) (SG) (S-G) (S)

(F
-S)

(F
S)

(SF
)

(S-F
)

(F
-G

)

(F
G

)

(G
F
)

(G
-F

)

（ｂ）粗粒土の小分類および細粒土の
　　　細分類用三角座標

特記事項　1)主に観察と塑性図で判別分類

塑
 　

性
 　

指
 　

数
Ｉ

p

液  　性  　限  　界　ｗL    （％）

100

 50

 20

  6
  0

0 20 50 100 150 200

Ｂ線

Ａ線

(ＣＨ)

(ＣＬ)
(ＭＨ)

(ＭＬ)

塑  性  図

Ａ線：Ｉ ＝0.73（ｗ －20）p L

Ｂ線：ｗ ＝50L

No.1
(仮称)豊川出張所
(3.15～3.45m)

0.0

33.4

60.6

6.0

6.0

19

6.91

細粒分まじり礫質

砂

(SG-F)

No.1
(仮称)豊川出張所
(8.15～8.45m)

0.0

0.0

17.9

82.1

82.1

0.425

---

砂質細粒土

(FS)

No.1
(仮称)豊川出張所
(9.15～9.45m)

0.0

0.0

25.9

74.1

74.1

0.425

---

砂質細粒土

(FS)

No.2
(仮称)豊川出張所
(7.15～7.45m)

0.0

0.2

52.3

47.5

47.5

4.75

---

細粒分質砂

(SF)

No.2
(仮称)豊川出張所
(8.15～8.45m)

0.0

0.0

16.2

83.8

83.8

0.425

---

砂質細粒土

(FS)

No.2
(仮称)豊川出張所
(9.15～9.45m)

0.0

0.0

24.1

75.9

75.9

2

---

砂質細粒土

(FS)



小田原市消防庁舎再整備事業に係る地質調査業務 2017年10月12日

中島　隆志

No.1(岡本出張所)
(2.50～
3.30m)

1.318

0.618

113.3

UU三軸

66.9

17.00

調査件名 整理年月日

整理担当者

土質試験結 果一覧表（基礎地盤）

一

般

粒

度

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

分

類

圧

密

一

軸

圧

縮

せ

ん

断

試    料    番    号

（ 深          さ ）

特記事項 1）石分を除いた75mm未満の土質材料
   に対する百分率で表す。

［ 1kN/㎡≒0.0102kgf/c㎡ ］

湿

乾

自

間

飽

石

礫

砂

ｼ

粘

最

均

液

塑

塑

地

分

分

潤

燥

大

等

性

性

性

類

分

分

分

含

隙

和

材

類

密

密

粒

係

限

限

指

記

度

度

比

比

度

径

数

界

界

数

の

名

号

ρ

ρ

ρ

ｗ

e

Ｓ

Ｕ

ｗ

ｗ

Ｉ

t

d

s

n

r

c

L

p

p

ﾙ ﾄ分

土分

1)

1)

1)

1)

(

(

(

(

(

75mm以上 )

2～75mm )

0.075～2mm)

0.005㎜未満 )

0.005 0̃.075㎜)

％

％

％

％

％

mm

土粒子の密度

然 水

盤 料

g

g

g

/

/

/

c

c

c

m

m

m

3

3

3

％

％

％

％

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一軸圧縮強さ

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

Ｃ

p

q

c

c

u

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2

ｃ

φ

ｃ

φ

'

'

°

°



小田原市消防庁舎再整備事業に係る地質調査業務 2017年10月10日

近藤　三明No.1(岡本出張所) (2.50～3.30m)

1

253.59 

4.98 

4.98 

4.97 

4.97 

4.96 

4.96 

4.97 

10.00 

10.00 

10.00 

194.00 

808

253.59 

116.12 

0.00 

118.4  

118.4  

1.307

0.598

2

256.82 

5.00 

5.00 

5.00 

5.00 

5.00 

5.00 

5.00 

10.00 

10.00 

10.00 

196.35 

822

256.82 

119.08 

0.00 

115.7  

115.7  

1.308

0.606

3

262.81 

5.00 

5.00 

5.00 

5.00 

5.00 

5.00 

5.00 

10.00 

10.00 

10.00 

196.35 

827

262.81 

127.75 

0.00 

105.7  

105.7  

1.338

0.650

113.3  1.318

0.618

調査件名 試験年月日

試　験　者

ＪＩＳ Ａ １２２５

ＪＧＳ ０１９１ 土 の 湿 潤 密 度 試 験（ノギス法）

供

試

体

体

積

含

水

比

直

径

高

さ

試料番号 (深さ)

供 試 体 Ｎo.

供 試 体の 質量 m g

cｍ

cｍ

cｍ

cｍ

cｍ

cｍ

上 部

中 部

下 部

平 均 値 Ｄ

平 均 値 Ｈ

体 積Ｖ＝（πＤ2/4）Ｈ cｍ3

容 器 Ｎo.

m

m

m

a

b

c

ｗ

g

g

g

％

容 器 Ｎo.

m

m

m

a

b

c

ｗ

g

g

g

％

平 均 値 ｗ ％

g/cｍ3

g/cｍ3

g/cｍ3

g/cｍ3

湿潤密度ρ

ρ

t＝

＝

＝

＝

m /Ｖ

乾燥密度 d ρt/（1＋ｗ/100）

間 隙 比 e （ρs/ρd ）－1

飽 和 度 ％S r ｗρs/（eρｗ）

土粒子の密度

平 均 値

ρ

ρ

s

d

平 均 値

平 均 値

ｗ ％

e

平均値

平均値

ρt g/cｍ3

S r ％

特記事項



   
J G S 0 5 2 0 土の三軸試験の供試体作製・設置

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

供試体を用いる試験の基準番号と名称

試 料 の 状 態 1)

供 試 体 の 作 製 2)

土 質 名 称

土 粒 子 の 密 度 ρs
3) g/cm3

4)

4)

供 試 体 No.

初

期

状

態

直 径 cm

平 均 直 径 D i cm

高 さ cm

平 均 高 さ H i cm

体 積 V i cm3

含 水 比 w i ％

質 量 m i g

湿 潤 密 度 ρti
3) g/cm3

乾 燥 密 度 ρdi
3) g/cm3

間 隙 比 e i
3)

飽 和 度 S ri
3) ％

相 対 密 度 D ri
3) ％

設

置

・

飽

和

過

程

軸 変 位 量 の 測 定 方 法

設 置 時 の 軸 変 位 量 cm

飽和過程の軸変位量 cm

軸 変 位 量 ΔH i
5) cm

体積変化量の測定方法

設置時の体積変化量 cm3

飽和過程の体積変化量 cm3

体 積 変 化 量 ΔV i
5) cm3

圧
密
前
（
試
験
前
）

高 さ H 0 cm

直 径 D 0 cm

体 積 V 0 cm3

乾 燥 密 度 ρd0
3) g/cm3

間 隙 比 e 0
3)

相 対 密 度 D r0
3) ％

炉

乾

燥

後

容 器 No.

（炉乾燥供試体＋容器）質量 g

容 器 質 量 g

炉 乾 燥 質 量 m s g

特記事項 1) 試料の採取方法，試料の状態（塊状，凍結，ときほぐされた）等を記載する。

2) トリミング法，負圧法の種別，凍結試料の場合は解凍方法等を記載する。

3) 必要に応じて記載する。

4) 必要に応じて粘性土の場合は液性限界，塑性限界，砂質土の場合は最小乾燥密度，

   最大乾燥密度等を記載する。

5) 設置時の変化と飽和過程および B 値測定過程での変化を合わせる。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

小田原市消防庁舎再整備事業に係る地質調査業務  2017年 10月 10日

No.1(岡本出張所) (2.50～3.30m) 近藤　三明

JGS 0521 土の非圧密非排水(UU)三軸圧縮試験

乱さない

トリミング法 液性限界 WL %

塑性限界 WP %

1

4.98

4.97

4.96

4.97

10.00

10.00

194.00

118.4

253.59

1.307

0.598

10.00

4.97

194.00

0.598

808

216.12

100.00

116.12

2

5.00

5.00

5.00

5.00

10.00

10.00

196.35

115.7

256.82

1.308

0.606

10.00

5.00

196.35

0.606

822

219.08

100.00

119.08

3

5.00

5.00

5.00

5.00

10.00

10.00

196.35

105.7

262.81

1.338

0.650

10.00

5.00

196.35

0.650

827

227.75

100.00

127.75



   
J G S 0 5 2 1 土 の 三 軸 圧 縮 試 験［UU］ （応力－ひずみ曲線）

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称
1)

1)

ひずみ速度 ％/min

特記事項 1) 必要に応じて粘性土
   の場合は液性限界，
   塑性限界，砂質土の
   場合は最小乾燥密度，
   最大乾燥密度等を記
   載する。

供 試 体 No.

セル圧・圧密応力

背 圧 u b

主

応

力

差

最

大

時

圧縮強さ (σa-σr ) max

軸ひずみ εaf ％

CU

間隙水圧 u f

有効軸方向応力 σ′af

有効側方向応力 σ′rf

CD
体積ひずみ εvf ％

間 隙 比 e f

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2

供試体の破壊状況

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

小田原市消防庁舎再整備事業に係る地質調査業務  2017年 10月 10日

No.1(岡本出張所) (2.50～3.30m) 近藤　三明

液性限界 WL %

塑性限界 WP %

1.00

1

50.0

0.0

229.9

3.78

2

100.0

0.0

252.5

4.13

3

200.0

0.0

349.3

4.96

軸ひずみ εa （％）

主
応
力
差

（
σ

a
－
σ

r
）

(
k
N
/
m

2
)

0 2 4 6 8 10 12 14
0

100

200

300

400

500

600

700

(σa-σr) -εa 曲線

1

2

3



   
J G S 0 5 2 1 土の強度特性 土 の 三 軸 圧 縮 試 験［UU］

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

強 度 定 数

応 力 範 囲

正 規 圧 密 領 域

過 圧 密 領 域

全 応 力

c φ ° tanφu u u

有 効 応 力

c′ φ′ °kN/m2 kN/m2

特記事項

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

小田原市消防庁舎再整備事業に係る地質調査業務  2017年 10月 10日

No.1(岡本出張所) (2.50～3.30m) 近藤　三明

66.9 17.00 0.306

σ (kN/m2）

τ
 
(
k
N
/
m

2
）

0 100 200 300 400 500 600 700
0

100

200

300

400

500

600

700

800

900















                    調査現場写真  豊川出張所No.1

全　　　景 標準貫入試験

残　　　尺 検　　　尺



                    調査現場写真  豊川出張所No.1

施工前 施工後

現場透水試験　GL-4.00ｍ 調査孔閉塞



残　　　尺 検　　　尺

                    調査現場写真  豊川出張所No.2

全　　　景 標準貫入試験



                    調査現場写真  豊川出張所No.2

サンプリング試料　GL-6.40～7.00ｍ 調査孔閉塞

施工前 施工後



                    調査現場写真  豊川出張所KBM

KBM　遠景 KBM　近景　H=18.54ｍ（マンホール中央天端）



                    調査現場写真  岡本出張所No.1

全　　　景 標準貫入試験

残　　　尺 検　　　尺



                    調査現場写真  岡本出張所No.1

サンプリング試料　GL-2.50～3.30ｍ 調査孔閉塞

施工前 施工後



                    調査現場写真  岡本出張所KBM

KBM　遠景 KBM　近景　H=50.00ｍ





土質試験写真

土粒子の密度試験 粒度試験（ふるい分析）

湿潤密度試験 三軸圧縮試験（ＵＵ）



土質試験写真

圧密試験




